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ボーリ ング柱状図

ボ ー リ ン グ 名 N o .１２５ 調 査 位 置 長 野 県 松 本 市 奈 川

調査期間 平 成  2 7 年  6 月  2 4 日  ～  2 7 年  7 月  1 日

孔 口 標 高 1682.6m
角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 Y B M - 0 5 - D A 2

エ ン ジ ン N F A D - 8 - K ポ ン プ M S 1 5 4総 掘 進 長   9.08m

標

尺

(m)

1

2

3

4

5
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7

8

9
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11
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13

14

15

標

高

(m)

1682.30

1681.55
1681.25

1679.701679.60

1678.80

1677.30

1673.52

深

度

(m)

0.30

1.05
1.35

2.903.00

3.80

5.30

9.08

柱

状

図

岩

種

区

分

色

調

硬

軟

コ

ア

形

状

割

れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

腐植、根混りの表層土。表土 黒褐

ローム質の礫混り土砂。木根混じり。
礫混 り
土砂 褐

1.05～1.35m　風化部やや軟質。D III

以深は割れ目に沿った褐色化が認められ
るが、見た目には岩質の劣化は弱い。
1.35～3.80m　割れ目に沿って褐色化が岩
芯部まで認められるが、2.90～3.00mにや
や粘土化した部分を挟む。

C II

D

暗灰色を呈し、φ5～100mmほどの亜円礫
状の安山岩質岩片を60～90%含む。

III

c γ

3.80～5.30m　マトリックスは黄緑灰色。
やや軟質。割れ目に沿った弱い褐色化は
認められるが、全体にほぼ新鮮色。棒状
コア主体。

b β

5.30～9.00m　周囲のマトリックス部及び
割れ目に沿って褐色化が岩芯まで認めら
れる。
7.00～8.20m　岩片が扁平に平行に配列。
見掛け∠45°ほどの流理状の構造が認め
られ、溶結凝灰岩質。

凝

灰

角

礫

岩

灰

C

II

c γ
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［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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ボーリ ング柱状図

ボ ー リ ン グ 名 N o .１２６ 調 査 位 置 長 野 県 松 本 市 奈 川

調査期間 平 成  2 7 年  6 月  2 4 日  ～  2 7 年  7 月  3 日

孔 口 標 高 1559.8m
角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 S D - 3 A

エ ン ジ ン ク ボ タ E 6 0 - N ポ ン プ S D P - 3 A総 掘 進 長  15.19m

標

尺

(m)

1
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柱

状

図

岩

種

区

分

色

調

硬

軟

コ

ア

形

状

割

れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

表層土。0.15mまで腐植や根がほとんど。表土 暗褐

土砂状となった強風化部。礫種は下位と
同じ安山岩質。

砂礫混
じ り 粘
土

褐

1.60～1.95m　細礫～砂状、部分的に粘土
化。

E VI ε

1.95～5.50m　破砕された礫状コア主体。
岩片は淡灰色。マトリックスは褐色。

D V
d

C
2.80～3.90m　一部灰色でやや新鮮な残留
核岩認められる。

D

C

IV c

3.90～5.50m　砂～礫状コアを主体とし、
所々岩片状の硬質部をとどめる。

強

風

化

安

山

岩

灰～

淡

灰

褐

D V d

δ
2

全体に乳白色～淡緑灰色で、細粒な岩石
を主体とし、割れ目やヘアクラックに沿
って、岩芯まで網状に褐色化。
5.50～7.00m　乳白色変質強い。

乳

褐

灰

D IV 3

7.00m以深は、徐々に変質弱くなる。
7.00～10.00m　∠40～50°の割れ目多く、
割れ目に沿って軟質化し黒褐色の酸化鉄
を挟む。

III

10.00～13.00m　緑褐灰色。徐々に硬質に
なるが、割れ目が多く、岩片～短棒状コ
アを主体とする。白色の斑晶が徐々に鮮
明になる。割れ目は∠45～60°ほどが多
く、割れ目に沿って軟質化・褐色化が強
い。

IV

2

III

C

IV

δ

13.40～13.60m,13.80m,14.60～15.00m　
幅5～20mmほどの割れ目。割れ目は褐色で
礫状に軟質化し、高角度である。

風

化

安

山

岩
緑

褐

灰

B

・

C

III

c

γ
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（Ｐ～ＱＮ値～深度) 図
［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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ボーリ ング柱状図

ボ ー リ ン グ 名 N o .１２７ 調 査 位 置 長 野 県 松 本 市 奈 川

調査期間 平 成  2 7 年  7 月  1 日  ～  2 7 年  7 月  9 日

孔 口 標 高 1544.3m
角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 S D - 3 A

エ ン ジ ン ク ボ タ E 6 0 - N ポ ン プ S D P - 3 A総 掘 進 長  18.45m

標

尺

(m)
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柱
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図

岩

種

区

分

色

調

硬

軟

コ

ア

形

状

割

れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

0.0～0.2m　腐植や根がほとんど。表土 暗褐

0.2～2.4m　ローム質な粘性土で、砂～細
粒状の粒子を多量に含む。軟らかく、指
先で容易にへこむ。

ロー

ム

褐

灰

2.4～5.7m　一様に著しく風化し、割れ目
の認識しにくい粘土状。
風化残留による細粒礫を僅かに含むが、
数センチ以上の岩片はみられず、
全体に粘土化する。
一部は原岩の構造をごくわずかにとどめ
る。
3.0m以深は、割れ目等の岩組織が認めら
れ、徐々に硬くなる。

強

風

化

凝

灰

岩

淡

黄

褐

E VI d ε 2

5.7m以深、風化・変質がやや弱くなり、
原岩の組織を明瞭に留める。φ2～20mmの
パッチ状の軽石および岩片、鉱物粒を10
～20%ほど含む。基質は細粒。

D IV c

6.9～8.6m,9.0～10.0mは、粘土化がやや
強い。7.8mにφ10cm程の安山岩礫を含む。
割れ目には黒色の付着物を含み、周囲は
軟質化する。

E V d

D IV c

2

E V d

δ

3

10.0～12.0m　短棒状～岩片状コアを主体
とする。原岩の構造を良く留める。割れ
目沿いに軟質化し、一部土砂化する。

黄

褐

C IV c γ 2

12.0～14.8m　全体に白色化、赤色化が認
められ、変色が強い。コアは岩片状～礫
状で、指先で容易に砕ける。所々白色脈
を挟む。

赤

灰
D V

c

～

d

δ 3

14.8～18.0m　岩芯部が徐々に硬くなり、
岩片状～短棒状コアが主体となる。
∠70～80°の割れ目に沿って軟質化し、
岩片状～礫状コアとなる。

III γ

IV δ

18mの貫入試験は高角割れ目に沿ってサン
プラーが入り、N値が低下した。
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［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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ボーリ ング柱状図

ボ ー リ ン グ 名 N o .１２８ 調 査 位 置 長 野 県 松 本 市 奈 川

調査期間 平 成  2 7 年  6 月  5 日  ～  2 7 年  6 月  1 2 日

孔 口 標 高 1409.2m
角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 Y B M - 0 5 - D A 2

エ ン ジ ン N F A D - 8 - K ポ ン プ M S 1 5 4総 掘 進 長  12.04m

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10
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12

13
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15

標

高

(m)

1409.00

1407.55

1402.70

1397.16

深

度

(m)

0.20

1.65

6.50

12.04

柱

状

図

岩

種

区

分

色

調

硬

軟

コ

ア

形

状

割

れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

腐植、根混じりの表層土。表土 暗褐

暗褐色～褐色の砂混り粘性土。
ローム質で細礫を含む。
基質は1.65m以浅、暗褐色-褐色の砂混じ
り粘土質。

ロー

ム

褐

φ100～400mm程の玉石を多量に含む。
マトリックスは礫混り砂質土で、下方に
行くほど礫の割合が高い。
1.65-1.95m, 2.00-2.20m, 3.20-3.50m, 
5.55-5.65m, 5.70-6.00mは安山岩の転石
このほかにも径6㎝以下の安山岩や礫岩等
の亜角礫を多数含む。

玉

石

混

じ

り

砂

礫

褐

風化・変質による脱色により全体に白色
であるが、亀裂周辺を中心に酸化鉄で汚
染され赤褐色を帯びる。
比較的緻密硬質でコア外周は乱れていな
いが、無数に亀裂があり、短棒状～片状
コアである。
亀裂は不規則方向に発達するが、高角度
や縦方向多い。
亀裂の大半は密着しているが、一部は開
口している。
10m以深風化程度はやや小さく、灰色部分
もみられる。
斑晶は少ない。鉱物の溶脱と考えられる
空隙がみられる。
原岩は流紋岩～安山岩質（赤田沢デイサ
イト）で、珪化変質を受けていると考え
られる。

風

化

変

質

安

山

岩

淡
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褐

色
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（Ｐ～ＱＮ値～深度) 図
［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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ボーリ ング柱状図

ボ ー リ ン グ 名 N o .１２９ 調 査 位 置 長 野 県 松 本 市 奈 川

調査期間 平 成  2 7 年  7 月  2 3 日  ～  2 7 年  7 月  2 9 日

孔 口 標 高 1460.2m
角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 Y B M - 0 5 - D A 2

エ ン ジ ン N F A D - 8 - K ポ ン プ M S 1 5 4総 掘 進 長  10.11m

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

標

高

(m)

1459.70

1459.35

1457.20

1455.20

1453.50

1452.20

1450.09

深

度

(m)

0.50

0.85

3.00

5.00

6.70

8.00

10.11

柱

状

図

岩

種

区

分

色

調

硬

軟

コ

ア

形

状

割

れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

ローム質の有機質土。上部は草木根混入。表土 黒褐

φ2～10mm程の細礫を主体の火山灰質土。砂礫

φ50～300mm程の安山岩片を多量に含み、
基質部は砂～細礫状の岩片（泥岩等の異
質岩片を含む）を主体とする。礫と基質
部は密着して、コアは短棒状～岩片状を
主体とする。

III

0.85～3.0m　短棒状コアを主体とする。
基質部は粒子の周囲が褐色化する。

3.0～5.0m　基質部がやや脆く、岩片状コ
ア主体。4.0m付近に軟質部を挟む。

IV

5.0～6.7m　ヘアクラックが多いが、短棒
状コア主体。
割れ目面は褐色化が強く、酸化鉄が付着
する。

III

6.7～8.0m　6.9～7.4m等に高角度の割れ
目が連続し、岩片状コアが多い。

IV

8.0～10.0m　砂～細礫状の基質部が多く、
短棒状コアを主体とする。基質部には泥
岩や軽石礫を含む。

凝

灰

角

礫

岩

灰

褐
C

III

c γ 1
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（Ｐ～ＱＮ値～深度) 図
［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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ボーリ ング柱状図

ボ ー リ ン グ 名 N o .１３０ 調 査 位 置 長 野 県 松 本 市 奈 川

調査期間 平 成  2 7 年  8 月  2 8 日  ～  2 7 年  9 月  1 1 日

孔 口 標 高 1449.1m
角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 Y B M - 0 5 - D A 2

エ ン ジ ン N F A D - 8 - K ポ ン プ M S 1 5 4総 掘 進 長  10.30m

標

尺

(m)

1

2
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4

5
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標

高

(m)

1448.75

1448.30

1447.45
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1438.80

深

度

(m)

0.35

0.80
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7.70
8.00

9.50

10.30

柱

状

図

岩

種

区

分

色

調

硬

軟

コ

ア

形

状

割

れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

草木根および有機質土壌。表土 黒褐
褐色の粘性土主体で、φ2～10mm程の岩片
を含む。

礫混 り
ローム 褐

軟質な風化岩片を主体とする。マトリッ
クスは褐色の粘性土。

粘土混
り 礫

褐

灰

風化・脱色化し、灰色～褐灰色を呈する
が、岩芯は一部黒色を留める。軟質で指
先で容易に細礫状に砕けるが、割れ目等
の岩組織は比較的明瞭。

E

3.6m以深、黒色の岩芯部が多くなり、徐々
に硬くなる。コアは岩片状～礫状。
∠60°程の割れ目が多い。

強

風

化

泥

岩

灰～

褐

灰

D

V d δ 1

C IV 1

全体に割れ目やヘアクラックの多い風化
岩盤で、割れ目に沿って褐色化、脱色化
および破砕、軟質化が認められる。

D V 2

4.5～5.0m　黒色の岩片状コア主体。∠4
0°程の割れ目が多い。
5.0～5.9m　∠50°程の割れ目に沿って軟
質化。礫状コア主体。
5.9～7.7m　∠80～90°の高角割れ目に沿
って軟質化するが、岩芯部は化硬く岩片
状コア主体。

C IV

c

7.7～8.0m　∠60°程の破砕部。細礫状。D V d

8.0～9.5m　岩片状コア主体。所々∠30～
60°の割れ目に沿って、軟質部を挟む。

C IV

1

9.5～10.0m　原岩の構造がやや不明瞭な
破砕部。礫状コア主体。

泥

岩

破

砕

部
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灰

D V
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（Ｐ～ＱＮ値～深度) 図
［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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ボーリ ング柱状図

ボ ー リ ン グ 名 N o . １３２ 調 査 位 置 長 野 県 松 本 市 奈 川

調査期間 平 成  2 7 年  8 月  2 4 日  ～  2 7 年  9 月  1 日

孔 口 標 高 1364.9m
角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 Y B M - 0 5

エ ン ジ ン ヤ ン マ ー N F D - 9 ポ ン プ M S 1 5 4 - A総 掘 進 長  14.16m

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

標

高

(m)

1364.20

1362.40

1360.30

1359.90

1358.95

1356.20

1355.20

1354.20

1353.10

1351.90

1351.00
1350.74

深

度

(m)

0.70

2.50

4.60

5.00

5.95

8.70

9.70

10.70

11.80

13.00

13.90
14.16

柱

状

図

岩

種

区

分

色

調

硬

軟

コ

ア

形

状

割

れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

0.0～0.1mは表土。以深はφ5～20mm程の
角礫を主体とする。

砂

礫

褐

灰

砂岩主体の砂岩・泥岩互層。
砂岩は5～30cm程の層状で、厚さ1～5cm程
の泥質部を層状～縞状に挟む。
全体に∠20～30°の層理面が認められる。
0.7～2.5mは礫状コア主体。

V d

2.5～5.0mは所々岩片状～短棒状コアとな
る。4.5m付近、灰白色薄層（凝灰岩多）。

IV c

4.6～4.9mは軟質な破砕部。

淡

褐

灰

V d

δ

5.0～5.95m　風化による変色は弱くなり、
岩芯部は灰色～暗灰色。所々割れ目に沿
って、変色・軟質化する。

風

化

砂

岩

優

勢

互

層

灰

D

IV c γ

1

∠20～40°の縞状層理面が目立つ縞状泥
岩で、所々塊状の砂岩を挟む。
6.3～6.4m,7.0～7.45mは礫状の軟質部を
挟む（∠10°程）。
コアは岩片状～短棒状主体で、一部礫状
破砕部を挟む。
7.45～8.7mは塊状の砂岩主体。高角度の
割れ目が発達する。

V

8.7～9.7mは縞状泥岩主体で、岩片状～短
棒状コア。

IV

c γ

9.7～10.7m　風化が弱くなり、短棒状コ
アを主体とする。

風

化

泥

岩

優

勢

互

層

暗

灰
C

III b β

1

縞状泥岩に挟まれた砂岩で、層状または
レンズ状岩塊と思われる。
∠80°割れ目が発達し、割れ目に沿って
地層のズレが認められる。

IV

11.8～13.0mは割れ目沿いに風化・軟質化
が強い。

V

砂

岩

暗

灰
C

IV

c γ 1

縞状、∠50°程の層理面。泥岩 暗灰 C IV c γ 1
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（Ｐ～ＱＮ値～深度) 図
［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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ボーリ ング柱状図

ボ ー リ ン グ 名 N o .１３３ 調 査 位 置 長 野 県 松 本 市 奈 川 　

調査期間 平 成  2 7 年  5 月  2 5 日  ～  2 7 年  6 月  4 日

孔 口 標 高 1401.8m
角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 Y B M - 0 5 - D A 2

エ ン ジ ン N F A D - 8 - K ポ ン プ M S 1 5 4総 掘 進 長  15.31m

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

標

高

(m)

1401.65

1399.05

1394.30

1390.30

1387.80

1386.49

深

度

(m)

0.15

2.75

7.50

11.50

14.00

15.31

柱

状

図

岩

種

区

分

色

調

硬

軟

コ

ア

形

状

割

れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

植物根混じり腐植土。表土 暗褐

強風化砂岩、泥岩。
コアは主として角礫状をなす。
細かく破砕された岩片の間は粘土を含む。
幅1㎝程の石英を含む。
酸化鉄により汚染され褐色を帯びる。

灰

褐

・

黄

灰

褐

D

-

E

Ⅶ

,

Ⅴ

c,d ε

強風化砂岩～泥岩。
泥質部を基質として、硬質な砂岩の岩片
を多量に（50％以上）含む。
泥質部分には鱗片状亀裂が発達するほか、
不規則な葉理構造残す。
大半が片状コア、一見棒状の部分も細か
い亀裂が発達。高角度亀裂あり。亀裂面
に酸化鉄。

強

風

化

礫

質

泥

岩 灰 D

IV

-

Ⅴ

c δ

1

片状コア～角礫状コアの風化砂岩・泥岩。
高角度亀裂多い　短棒状コアでも細かい
亀裂多い。
7.45-9.00m、10.45-11.50mは泥岩主体。
7.50－7.90m、高角度の葉理構造。
10.15－10.45m間でN=39とN値低い。

黄

褐

灰～

褐

灰

D IV δ

11.50-12.90m、泥岩卓越（11.60-11.85m
は黄褐色で高角度亀裂多い）。
12.75m、粘土挟む亀裂。
12.90-14.00m、短棒状―片状コアの砂岩。
13.5m付近より逸水。

黄

褐

灰～

灰

C Ⅲ γ

風化砂岩。
片状～角礫状コア。
高角度亀裂周辺破砕される。

風

化

礫

質

泥

岩

褐
灰～

灰

D IV

c

δ

1
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（Ｐ～ＱＮ値～深度) 図
［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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ボーリ ング柱状図

ボ ー リ ン グ 名 N o . １３５ 調 査 位 置 長 野 県 松 本 市 奈 川

調査期間 平 成  2 7 年  6 月  8 日  ～  2 7 年  6 月  2 3 日

孔 口 標 高 1421.2m
角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 S D - 3 A

エ ン ジ ン ク ボ タ E 6 0 - N ポ ン プ S D P - 3 A総 掘 進 長  15.17m

標

尺

(m)
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標
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11.90
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15.17

柱

状

図

岩

種

区

分

色

調

硬

軟

コ

ア

形

状

割

れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

腐植、根がほとんどの表層土。表土 暗褐

岩片混じりの砂質粘土 ローム質。
0.1-0.5ｍ暗褐色砂質粘土。樹根含む。
0.5ｍ以深、少量の礫含む砂混じり粘土。

ロー

ム

暗

褐～

赤

褐

2.3－2.6m　風化砂岩岩片含む。灰褐 E V d ε
片状コア砂岩主体。一部比較的新鮮部分
をとどめる。

C IV c

3.75ｍまで砂岩および岩片混じりの砂。

強
風
化
砂
岩

灰
E V d

δ
1

10～30㎝の棒状コアがあり比較的新鮮。C III γ

高角度亀裂の発達する砂岩と、その間を
埋める岩片や砂からなり、岩質再び悪く
なる。
コア形状は短棒状、片状、礫状。

D

IV

-

Ⅴ

δ

10㎝程度の棒状コアがあり比較的新鮮で
あるが、高角度亀裂の面から風化が進む。

C III γ

再び風化程度が強くなり、変色している。
片状コア主体、所々礫状コア。
9.0ｍ付近、部分的に褐色で強風化。
9.5～10.6ｍ、高角度亀裂多い。

IV δ・γ

細かく破砕され礫状コアをなす砂岩およ
び黒色の頁岩。岩片の間を白い粘土が埋
める。

V

11.9～12.8m片状コア主体の砂岩。IV

12.8ｍ付近より再び角礫状コア。
潜在亀裂に沿って黒くなっている。
13.4～13.7mは細かい角礫状コア。
13.7～13.8mは白色粘土を挟む。

D

V

δ

片状～短棒状コアの砂岩。風化程度は弱
い。

風

化

砂

岩

灰

C IV

c

γ

1
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（Ｐ～ＱＮ値～深度) 図
［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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ボーリ ング柱状図

ボ ー リ ン グ 名 N o .１３６ 調 査 位 置 長 野 県 松 本 市 奈 川

調査期間 平 成  2 7 年  9 月  3 日  ～  2 7 年  9 月  1 8 日

孔 口 標 高 1600.7m
角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 S D - 3 A

エ ン ジ ン ク ボ タ E 6 0 － N ポ ン プ S D P - 3 A総 掘 進 長  13.11m

標

尺
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標
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深
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柱
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図
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色

調
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軟
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ア

形

状

割

れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

ローム質の有機質土壌。草木根混入。表土 暗褐
灰 B IV c β

硬質な暗灰～灰色砂岩を主体とし、所々
岩片～角礫状の破砕・軟質部を挟む。
0.35～0.7m　灰色の硬質岩。
0.7～2.7m　∠70°程の割れ目に沿って片
状～礫状に破砕する。1.7～1.85mに泥質
岩を挟む。2.7mの境界面は∠10°程。

褐

灰～

灰

C

～

D

V d

2.7～3.4m　岩片状～細礫状の軟質部を挟
む。風化弱い。

暗

灰
C IV c

γ

3.4～5.7m　3.4mの∠60°の割れ目を境に
硬質岩が主体となる。岩片状～短棒状コ
アを主体とし、一部15cm以上の棒状コア
となる。割れ目は1m当たり10本程度あり、
割れ目に沿った弱い変色や、一部の割れ
目には軟質部を挟む。

III

5.7～7.0m　∠60°およびこれに交差する
割れ目が発達し、岩片状コアを主体とす
る。割れ目面は褐色で付着物を伴う。

B

IV

b β

7.0～8.7m　硬質岩の間に∠60～80°の割
れ目に沿って、幅5～10cm程の軟質部を数
枚挟む。貫入試験はこの軟質部に沿って
入ったものと思われる。

C V γ

8.7～13.11m　ほぼ硬質で、岩片状～短棒
状コアを主体とする。9.4mに∠70°の割
れ目に沿って幅1cmの軟質部を挟む。10.
5mに泥岩薄層∠10°を挟む。10.8～11.0
mに∠80°の割れ目に沿った破砕部。

12.6～12.8mに∠60°の割れ目に沿って幅
15cmの破砕部を挟む。

B IV

c

D V d

風

化

砂

岩

B IV c

β

1
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（Ｐ～ＱＮ値～深度) 図
［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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ボーリ ング柱状図

ボ ー リ ン グ 名 N o .１３７ 調 査 位 置 長 野 県 松 本 市 奈 川

調査期間 平 成  2 7 年  9 月  3 日  ～  2 7 年  9 月  1 8 日

孔 口 標 高 1551.8m
角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 S D - 3 A

エ ン ジ ン ク ボ タ E 6 0 - N ポ ン プ S D P - 3 A総 掘 進 長  15.19m

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

標

高

(m)

1550.60

1549.95

1545.85

1545.40

1545.05

1544.30

1542.20

1540.50

1536.61

深

度

(m)

1.20

1.85

5.95

6.40

6.75

7.50

9.60

11.30

15.19

柱

状

図

岩

種

区

分

色

調

硬

軟

コ

ア

形

状

割

れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

0.0～0.2mは黒褐色表土。草木根多量。
0.2～1.2mは褐色の火山灰質土。シルト～
細砂主体。下部は細礫を含む。

ロー

ム

褐

1.2～1.85m　強風化部。
コアは礫状～砂状で、岩組織不明瞭。

褐
灰

E VI d 1

1.85～5.95m　軟質。やや硬い岩片状部と、
軟質化してコアが礫混り土砂状を
呈する部分が、交互に採取される。
岩片状の硬質部には∠40～60°の割れ目
が発達する。
軟質部は一部灰白色粘土に変質する。

灰～

淡

褐

灰

D

c

～

d

δ

2

5.95m以深、風化・褐色化がやや弱くなる。C

V

c γ

5.95～6.4mは岩片～礫状コア。B III b β

6.4～6.75mは岩芯状の硬質部。棒状。
6.75～7.5mは岩片～礫状の軟質部主体。

淡
褐
灰～

灰
V

7.5～9.6mはやや風化した砂岩で、岩片状
～短棒状コア主体。8.6～8.75mに褐色化
した軟質部を挟む。

淡

褐

灰

C

IV

c

9.6～11.3m　褐色化した軟質部に、灰色
の弱風化部を礫状に含む。軟質部は指先
で砂状に砕ける。縞状泥岩の岩片を含む。

風

化

砂

岩

褐

灰
D V d

γ

1

11.3m以深、硬質になり暗青灰色の新鮮部
と、淡褐色を帯びた風化部が交互に見ら
れる。11.7～11.8mには軟質部をレンズ状
に挟む。
∠60°,∠30°,∠80°の割れ目が1m当り
10～20本程発達する。割れ目の周囲は褐
色化し、一部岩芯部まで変色する。また、
軟質部を挟む割れ目も多い。

砂

岩

暗

灰～

淡

褐

灰

B～

C

IV c β 1
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（Ｐ～ＱＮ値～深度) 図
［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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ボーリ ング柱状図

ボ ー リ ン グ 名 N o .１３８ 調 査 位 置 長 野 県 松 本 市 奈 川

調査期間 平 成  2 7 年  7 月  1 1 日  ～  2 7 年  7 月  2 2 日

孔 口 標 高 1312.2m
角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 S D - 3 A

エ ン ジ ン ク ボ タ E 6 0 - N ポ ン プ S D P - 3 A総 掘 進 長  15.10m

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

標

高

(m)

1312.00

1310.40

1309.40

1307.20

1305.50

1304.20

1303.50
1303.20

1302.80

1301.20

1299.40

1297.80

1297.10

深

度

(m)

0.20

1.80

2.80

5.00

6.70

8.00

8.70
9.00

9.40

11.00

12.80

14.40

15.10

柱

状

図

岩

種

区

分

色

調

硬

軟

コ

ア

形

状

割

れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

腐植、根がほとんどの表層土表層土 暗褐

黒色で砂状～細礫状の岩片を主体とし、
所々φ10～20㎜程の砂岩岩片を含む。
指先で容易につぶれ、炭状になる。

E IV

同上であるが、徐々にφ5～20㎜程の角礫
状岩片が主体となり、硬くなる

風

化

泥

岩

黒

D V

d δ 2

2.8mにて、∠10°の割れ目を境に岩片状
のコア主体となる。
泥質チャート～珪質泥岩であり、黒色の
泥質部と灰色の珪質部が不規則～縞状に
混ざる。
コア形状は礫状～岩片状であるが、個々
の岩片は非常に硬い。

泥

質

チ

ャー

ト

灰

・

黒

C IV c δ 1

φ5～10mm程の黒灰色岩片を主体とする。
基質部は灰～褐色で、やや細粒分が多い。
5.6～5.7mは粘土混り砂礫状で、軟らかい。

風

化

泥

岩

褐
灰
・
黒
灰

D V d δ 1

割れ目・ヘアクラック沿いに風化した砂
岩を主体とし、暗灰色の頁岩を挟む。砂
岩と頁岩の境界面の傾斜は深度によりバ
ラつきがあり、一定しない。
6.7～6.9mは白濁化する。

IV

6.9～8.7mは泥質部が多い。V

IV

V

8.7m以深、岩片状コアの砂岩が主体とな
るが、ヘアクラックに沿って褐色化して、
やや割れ易い。
10.0m以深は徐々に泥質部が増える。

風

化

砂

岩

褐

灰

・

暗

灰

C

IV

c γ 1

岩片状～細礫状コアを主体とするが、割
れ目の状況や岩組織を明瞭に留める。
∠70～80°の高角度割れ目に沿って、細
礫化・軟質化が強い。

風

化

泥

岩

暗

灰
D V d γ 1

見掛け∠20°の面を境に砂岩主体となる。
12.8～14.4mは、割れ目，ヘアクラックに
沿った変色や軟質化が強い。

IV γ

14.4m以深はやや風化が弱く、岩片状～短
棒状コアが主体となる。

風

化

砂

岩
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（Ｐ～ＱＮ値～深度) 図
［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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ボーリ ング柱状図

ボ ー リ ン グ 名 N o .１３９ 調 査 位 置 長 野 県 松 本 市 奈 川

調査期間 平 成  2 7 年  7 月  1 0 日  ～  2 7 年  7 月  2 1 日

孔 口 標 高 1416.0m
角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 S D - 3 A

エ ン ジ ン ク ボ タ E 6 0 - N ポ ン プ S D P - 3 A総 掘 進 長  15.32m

標

尺
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深
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(m)
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9.40
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11.20

12.00
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13.90

15.32

柱

状

図
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種

区

分

色

調

硬

軟

コ

ア

形

状

割

れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

表層土。0.15mまで腐植や根がほとんど。表土 暗褐

粘土・シルト粒子を主体とするローム質
粘土。火山灰質の基質に、砂状のスコリ
ア、軽石、火山岩片を含む。
3m付近までは含水少ないが、以深は多く、
粘性が強い。
4.2m以深、φ5～20㎜の岩片割合高く、特
に底部の4.6－4.7mは特に多い（φ20㎜以
上を50％ほど含む）。

ロー

ム

褐

黒灰色で緻密な頁岩(弱くホルンフェルス
化）の岩片（φ20～50㎝）とその間を充
填する灰白色～灰褐色の風化変質した軟
質部からなり、繰り返される。
黒色の頁岩の割れ目には所々白色粘土を
挟在。
軟質部はφ5～20㎜程の角礫化岩片を主体
とするが、変質による脱色や粘土化が認
められる。

風

化

泥

岩

黒

・

灰

褐

B

・

D

IV

・

Ⅴ

ｃ γ 3

硬質な砂岩岩片と、その間を充填する軟
質でやや変質した部分からなる。

B 
・ C
 

Ⅳ ・
Ⅴ 3

10.0～10.9m　軟質で、10.5mまでは岩片
混じり、以深はほぼ均質に砂状。

灰

褐 D

Ⅴ

・

Ⅵ
短棒状～岩片状コア。褐灰 C III

c δ

比較的新鮮で硬い風化残留核。11.2－11.
9mは長柱状コア。

灰 B I b β

風化し、岩片状コア。割れ目沿いに変色。褐灰 C III

12.5～13.0m　ほぼ均質に砂状となったコ
ア、それ以深は岩片あり。
13.0～13.6m　岩片混じり砂状コア。
13.6～13.9m　岩片状コア。

灰

褐
D

V

・

Ⅵ

13.9～14.3m　黒色で泥質な岩片。岩片状
コアで細かく破砕される。
14.3～15.0m　灰色で、高角度割れ目有す
る岩片状～礫状コア。

風

化

砂

岩

灰

褐

・

灰

C IV

c δ

2
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（Ｐ～ＱＮ値～深度) 図
［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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ボーリ ング柱状図

ボ ー リ ン グ 名 N o .１４０ 調 査 位 置 長 野 県 松 本 市 奈 川

調査期間 平 成  2 7 年  8 月  2 2 日  ～  2 7 年  9 月  2 日

孔 口 標 高 1435.7m
角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 S D - 3 A

エ ン ジ ン ク ボ タ E 6 0 - N ポ ン プ S D P - 3 A総 掘 進 長  17.41m

標

尺

(m)

1
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調
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状
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目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

0.0～0.1mは表土。以深は火山灰質な粘性
土。下部は細礫を含む。ローム 褐

基盤の強風化部。礫質土 褐

0.7～1.7mは褐色化・軟質（土砂）化強く、
礫質土状。
1.7～2.7mは暗灰色で、岩組織は留めるが、
細礫状コアを主体とする。泥岩片主体。

強
風
化
泥
岩

褐～

暗

灰

E VI d δ 1

2.7～4.6m　岩片状～礫状の泥岩片を主体
とする。∠70～80°、∠20～30°の割れ
目が発達する。
2.8～3.0mは白濁化変質が認められる。
4.6～6.0m　淡褐～灰色の岩片状砂岩を主
体とする。

風

化

泥

岩

優

勢

互

層

暗

灰～

褐

D V c δ 2

硬質な砂岩・泥岩片の間を細礫粘土状の
軟質部が充填する。
礫状部と軟質部の境界がシャープで、岩
組織の連続性が乏しい。

D VI d

6.45～7.0mは礫質土状で異質岩片有。

7.5～7.9mは硬質な砂岩片（転石状）で、
割れ目の間を土砂が充填する。
8.35～8.65mに半固結状軟質部で挟む。

C

～

D

V c

9.45～10.0mは岩組織を留めない。

泥

岩

破

砕

部

褐

灰

D IV d

δ 1

泥岩を主体として、砂岩を塊状～岩片状
に挟む。
泥岩は黒色で新鮮部は硬質。軟質部は細
礫状に砕ける。
砂岩は強風化（土砂状）～風化変色した
ものが多い。コアは岩片状～礫状。
軟質部にも割れ目面等の岩組織を留める。

泥

岩

優

勢

互

層

黒

灰～

淡

褐

C

～

D

IV

～

V

d δ 1

灰色～褐灰色で、短棒状～岩片状コアを
主体とする。割れ目面に沿った軟質化が
強く、岩芯部まで変色する。
14.5m以深は、泥岩を挟む（水平～∠10°
程度）。

砂
岩
優
勢
互
層

淡

褐

灰

C IV c γ 1

16.17～16.6mは、黒灰色泥岩で棒状コア。
16.6～16.85mは、岩芯部まで礫状コア。
16.85m以深は淡褐灰色砂岩（境界∠10°）
。

泥岩優
勢互層

黒灰
～淡
褐

C IV c γ 1
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（Ｐ～ＱＮ値～深度) 図
［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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ボーリ ング柱状図

ボ ー リ ン グ 名 N o .１４１ 調 査 位 置 長 野 県 松 本 市 奈 川

調査期間 平 成  2 7 年  8 月  3 日  ～  2 7 年  8 月  2 1 日

孔 口 標 高 1394.2m
角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 S D - 3 A

エ ン ジ ン ク ボ タ E 6 0 - N ポ ン プ S D P - 3 A総 掘 進 長  15.45m

標

尺
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目
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態

風
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質

記

事

有機質土壌。表土 黒褐

砂～シルト粒子を主体とする火山灰質土。
スコリア粒子を含む。
含水中位、粘性中位。
3.8m以深は岩質等の細礫（φ2～10mm）を
含む。

ロー

ム

褐

砂岩・泥岩の礫、玉石（φ20～200mm）を
多量に含む。マトリックスは褐色のロー
ム。
泥岩礫は亜円～角礫状。泥岩、砂岩の玉
石は新鮮で非常に硬い。

玉
石
混
り
砂
礫

淡

褐

ローム質の粘性土で、φ2～10mm程の細礫、
火山岩片を含む。5.8～6.0mは粘土分が多
く、粘性強い。7.5m以深は礫が多い。

礫

混

り

粘

土

淡

褐

7.55mの∠30°程の凹凸のある面を境とし
て、固結した風化岩になる。
割れ目に沿った褐色化や熱水変質が強く、
岩芯部まで変色・軟質化が強い。

E δ

7.55～8.6mは軟質化強い。
8.6m以深は徐々に固くなる。
紫灰色～黒色の基質部と灰褐色の礫（砂
岩?）が混在する。
10m以深、褐色化は弱くなる。
11m以深、基質部は紫灰色で白色脈が網状
に入る。12.8mに∠80°で石英脈?を挟む。

褐

灰～

紫

灰

V

12.8～13.2m　∠80°の割れ目に沿って固
結した粘土（幅10cm程）を挟む。褐

D

d

γ

3

13.2～14.0m　含礫泥岩で、風化・変質弱
い。

黒

灰

C～

D

IV
c β 2

14.0～15.0m　φ5～50mm程の岩片が固結
した様な破砕部。

含

礫

泥

岩

破

砕

部

褐

灰
D V d γ 3
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（Ｐ～ＱＮ値～深度) 図
［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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ボーリ ング柱状図

ボ ー リ ン グ 名 N o .１４２ 調 査 位 置 長 野 県 松 本 市 奈 川

調査期間 平 成  2 7 年  7 月  3 0 日  ～  2 7 年  8 月  2 1 日

孔 口 標 高 1319.6m
角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 S D - 3 A

エ ン ジ ン ク ボ タ E 6 0 - N ポ ン プ S D P - 3 A総 掘 進 長  12.13m

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

標

高

(m)

1319.30

1316.00

1315.00

1314.15

1312.80

1311.60

1309.20

1307.47

深

度

(m)

0.30

3.60

4.60

5.45

6.80

8.00

10.40

12.13

柱

状

図

岩

種

区

分

色

調

硬

軟

コ

ア

形

状

割

れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

表層土。腐植や根がほとんど。表土 暗褐

砂礫含褐色の粘土～シルト粒子を主体と
するロームで、スコリア及びφ5～20㎜程
の泥岩・砂岩岩片を含む。
1.2m付近まで草木根を含む。
3.0m以深、岩片量が増える。

ロー

ム

褐

風化軟質化した砂岩岩片を主体とし、そ
の間を淡黄褐色砂質土が充填する。
砂岩の強風化部の可能性あり。

砂

礫

黄

褐

4.6～6.8m　ヘアクラックの発達した砂岩
岩片中心。
コアの多くはφ10～40㎜位の岩片状～細
礫状で、岩片はカッターで容易に削れる。
砂岩には低角度ラミナがみられる。

暗

灰

褐

D IV δ

5.45～6.8m　黒灰色の縞状砂岩～シルト
岩。
岩芯部は新鮮で非常に硬い。短棒状。

暗

灰

C～

B
III γ

6.8～8.0m　4.6～5.45mと同様の強風下部。
岩片状コア主体で、土砂状部を挟む。

灰

褐
D δ

8.0～10.4m　土砂状の強強風化は少なく
なり、岩片状コアを主体とする。割れ目
に沿って土砂が流入する。

C

10.4～12.13m　短柱状～岩片状コアが多
くなり、岩片自体は硬くなるが、所々角
礫～砂状の強風化部を挟む。割れ目面に
は酸化鉄が付着する。

風

化

砂

岩

灰

C～

B

IV

c

γ

1

コア採取率

     ( % ) 
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（Ｐ～ＱＮ値～深度) 図
［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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ボーリ ング柱状図

ボ ー リ ン グ 名 N o .１４３ 調 査 位 置 長 野 県 松 本 市 奈 川

調査期間 平 成  2 7 年  7 月  2 日  ～  2 7 年  7 月  1 0 日

孔 口 標 高 1267.0m
角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 Y B M - 0 5 - D A 2

エ ン ジ ン N F A D - 8 - K ポ ン プ M S 1 5 4総 掘 進 長  15.45m

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

標

高

(m)

1266.80

1266.05

1262.50

1260.00

1258.10
1257.90

1252.00

1251.55

深

度

(m)

0.20

0.95

4.50

7.00

8.90
9.10

15.00

15.45

柱

状

図

岩

種

区

分

色

調

硬

軟

コ

ア

形

状

割

れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

腐植、根混じりの表層土。畑の耕作土。表土 黒褐

ローム質土で、φ2～5㎜程の角礫状の岩
片を含む。基質は、シルト～細砂主体。

礫混じ
り 粘土 褐

砂岩・頁岩・チャート等の亜角礫を主体
とする。
礫径はφ10～100㎜が主体、最大200㎜、
礫量70～80％程度。
基質は灰褐色の砂・細粒分、細礫等から
なる。
0.95～4.5m付近まで、基質は酸化してい
ると考えられ、灰褐色。

灰～

淡

褐

灰

4.5～7.0m間、基質は暗灰～褐色。
6.0～7.0m間は、チャート礫多い。

暗

灰～

褐

灰

7.0～8.9m間は、全体に暗灰～黒灰色・花
崗岩や閃緑岩礫が混入する。

暗

灰

8.9～9.1m、褐色でややローム質。

角

礫

褐

角礫～岩片状の黒色頁岩片を主体とし、
岩片の間を砂～細礫が充填する。コアは
片状～砂状。
9.1～10.0m　黒色頁岩片主体。基質は暗
褐色の砂質土、頁岩。
10.0－11.8m　φ100㎜程の砂岩片（亜角
礫～亜円礫）を含む。10.7～10.8mは基質
褐色化。
11.8～14.4m　黒色の泥質岩主体。基質は
砂～シルト質で、暗灰色（一部褐色化）。
14.4～15.0m　頁岩片以外に砂岩片、チャ
ート片を含む。基質は褐色化する。

角

礫

黒

灰

褐色のローム質土で、亜円礫状の細礫を
含む。

粘土質
砂礫 褐灰
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（Ｐ～ＱＮ値～深度) 図
［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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ボーリ ング柱状図

ボ ー リ ン グ 名 N o .１４４ 調 査 位 置 長 野 県 松 本 市 奈 川

調査期間 平 成  2 7 年  8 月  1 9 日  ～  2 7 年  8 月  2 7 日

孔 口 標 高 1413.1m
角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 Y B M - 0 5 - D A 2

エ ン ジ ン N F A D - 8 - K ポ ン プ M S 1 5 4総 掘 進 長  17.02m

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

標

高

(m)

1412.65

1412.00

1411.10

1410.10

1406.50

1403.35

1400.95

1397.90

1396.08

深

度

(m)

0.45

1.10

2.00

3.00

6.60

9.75

12.15

15.20

17.02

柱

状

図

岩

種

区

分

色

調

硬

軟

コ

ア

形

状

割

れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

黒褐色有機質土壌。表土 黒褐

火山灰質粘性土。
0.5mまで植物根。

ローム 褐

砂状～岩片状コア。
岩片自体の軟質化強い。

強風化
砂岩

淡
黄
灰

E IV d δ 1

岩芯状の硬質部と土砂状の軟質部が交互
に認められる。岩片状～角礫状コア。

風化砂
岩

褐

灰
D V d δ 1

風化・変質化が強い。土砂状～細礫状の
部分と、岩片状～細礫状の硬質部が混在
する。
3.0～6.6m　全体に∠30°程の構造（色調
や硬さの変化）が認められる。
硬質部は粗粒部を縞状に挟み、同様の∠
30°の層理面が認められる。

D δ

6.6～9.75m　徐々に岩片状の硬質な部分
が多くなるが、
間に挟まれる軟質部は指先で容易に細礫
～砂状に砕ける。
∠20～30°の低角割れ目の他、∠70～80
°の高角割れ目も発達し、割れ目面には
褐色の酸化鉄が付着する。

風

化

泥

岩

黒

褐

C

～

D

V d

γ

1

全体にφ20mm以下の細礫～砂～シルト状
に砕けた岩片を主体とする。
岩片と岩片の間には細粒分が充填してい
ると思われるが、岩盤の組織が全く認め
られない。境界面の傾きは不明。

泥

岩

破

砕

部

黒

灰～

淡

黄

灰

E V d δ 1

硬質な岩片状の砂岩と軟質で礫状に破砕
された泥岩が、交互に認められる。
12.15～13.5m　礫状の軟質部が多い。
13.5～15.2m　岩片状の砂岩が多い。14.
3～14.7mは軟質な角礫状泥岩。

砂

岩

優

勢

互

層

暗

灰～

褐

灰

C

～

D

V d γ 1

硬質な細粒砂岩。
コアは岩片状～短棒状。
割れ目面には褐色の付着物を挟み、周囲
に弱い軟質化あり。

砂

岩

暗

灰
B III b β 1
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（Ｐ～ＱＮ値～深度) 図
［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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ボーリ ング柱状図

ボ ー リ ン グ 名 N o .１４５ 調 査 位 置 長 野 県 松 本 市 奈 川

調査期間 平 成  2 7 年  7 月  3 0 日  ～  2 7 年  8 月  7 日

孔 口 標 高 1450.8m
角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 Y B M - 0 5 - D A 2

エ ン ジ ン N F A D - 8 - K ポ ン プ M S 1 5 4総 掘 進 長  15.24m

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

標

高

(m)

1449.80

1448.20

1446.10

1444.80

1442.80

1441.10

1440.50

1438.60

1437.10

1435.56

深

度

(m)

1.00

2.60

4.70

6.00

8.00

9.70

10.30

12.20

13.70

15.24

柱

状

図

岩

種

区

分

色

調

硬

軟

コ

ア

形

状

割

れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

0.2mまで草木根および有機質土
0.2～1.0m褐色のローム質土主体で、木根
が所々入る。

ロー

ム

暗

褐

φ5～30㎜程のチャート岩片を主体とし、
緑灰～褐灰の粘性土がその間を充填する。
岩片は灰白色～黒灰色で、強風化により
岩組織は不明瞭。

褐

灰
E d ε

角礫状～岩片状のチャートを主体とし、
所々砂状～細礫状の破砕部を挟在する。
原岩の縞状構造や割れ目等の岩組織を留
める。
淡褐灰色で∠20～50°程の縞状模様が並
行する。

淡

褐

灰

δ

暗灰色で縞状～礫状のチャート。
岩片部の間に、細礫～砂状の破砕質な部
分を挟在。
5.65mに∠60°の割れ目あり。

暗

灰
γ

細礫～砂状の破砕質な部分を主体とする。
岩片は暗灰色チャート主体。

暗

灰～

褐

灰

D

V

δ

岩片状の灰白色縞状チャート主体。
縞状構造は∠50°位。

淡

褐

灰

C IV γ

岩片状～砂状破砕部分を主体とし、褐～
褐灰色を帯びる。

褐 D δ

岩片状～礫状コアの灰白色縞状チャート
主体。
縞状構造は∠20°位。
１～5㎝程の岩片からなる部分と1㎝以下
の褐色破砕質部分がある。

灰

白～

淡

褐

γ

岩片状～礫状コア（礫状コア優勢）の暗
灰色チャート。
縞状構造は顕著ではないが、細かい不規
則な割れ目状の構造がみられる。
コア形状は、10.3～13.7mの間と似るが、
細礫状部分が多い。

暗

灰～

褐

灰

V

δ

片状～短棒状コアの灰白色～灰色チャー
ト主体で、細かく破砕された部分は少な
くなる。
∠50°以上の高角度割れ目有するが、割
れ目はおおむね密着している。
この割れ目と整合的に、幅1～5㎜程度の
雲母質の挟在物が多数認められる。

チ

ャー

ト

灰

白

C

IV

c

γ

1
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（Ｐ～ＱＮ値～深度) 図
［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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ボーリ ング柱状図

ボ ー リ ン グ 名 N o . １ ４ ６ 調 査 位 置 長 野 県 松 本 市 奈 川

調査期間 平 成  2 7 年  5 月  2 9 日  ～  2 7 年  7 月  9 日

孔 口 標 高
1495.1m

角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下
0ﾟ 

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

5ﾟ 

使
用
機
種

試 錐 機 Y B M - 0 5 D A 2

エ ン ジ ン ヤ ン マ ー N F D - 8 ポ ン プ 丸 山 M S - 1 5 4総 掘 進 長  23.04m

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

標

高

(m)

1494.90

1492.90

1486.70

1483.35

1480.60

1474.20

1472.06

深

度

(m)

0.20

2.20

8.40

11.75

14.50

20.90

23.04

柱

状

図

岩

種

区

分

色

調

硬

軟

コ

ア

形

状

割

れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

腐植物多含。植物根多い黒ボク 暗褐

0.2～0.50m：植物根多く含む
0.50～0.60m：φ15mm以下の赤褐色スコリ
アを多含
0.60～0.90m：灰色を帯び、砂分が多い
0.90m以深：φ5mm前後のスコリア点在

ロー

ム

褐

風化したチャート礫を主体とする
チャート礫はφ10cm前後であるが、ほと
んどが風化により細礫化し、コアはφ2c
m以下の角礫状を呈する
小は容易に手で潰すことができ、多くは
粉状になる。

7.6m以深は砂岩礫を含む

角

礫

褐

灰～

淡

褐

角礫状を呈するが、礫状部はモザイク状
に組み合わさり、岩盤の構造の残す
チャートは再結晶して細粒砂サイズの結
晶が形成されているように見える。風化
すると粉状になる。
9.60～10.00m：傾斜80ﾟの破砕構造が見ら
れ、礫混じり砂状を呈する。
11.32～11.75m：棒状コア主体であるが、
間に礫状部を挟む
11.75～11.80m：傾斜40ﾟ巾5cmの破砕構造
を有し、礫混じり粘土状を呈する

褐

灰～

淡

褐

C

～

D

Ⅴ

～

Ⅲ

c δ

風化が進み、固結していてもチョークの
ような硬さで容易に白色の粉状になる。
一見、風化アプライト様であるが、チャ
ートの構造を残す。
層厚5mm前後の暗灰色砕屑物薄層を10～3
0cm間隔で挟む。薄層は傾斜50～60ﾟで一
定方向に傾斜する
12.70m：傾斜65ﾟ、厚さ2～5mmの砕屑物薄
層。派生した砕屑岩脈を形成している

乳

白～

淡

黄

褐

D

～

E

Ⅳ

～

Ⅴ

d ε

厚さ5～50cmの淡黄灰色チャートと厚さ0.
5～20cmの暗灰～黒色の泥質部の互層
泥質部は硬質な岩片を形成する。チャー
ト部は、硬質な岩片と風化してチャート
上になる部分が混在する。
頁岩層から派生する厚さ1mmの砕屑岩脈が
不規則に分布する。
15.35～15.75m：暗灰色泥質薄層(0.5～1
cm）を数cm間隔で挟む
19.65～19.85m，20.38～20.58m：層厚15
cmの泥岩（泥質ホルンフェルス）
20m以深は、硬質岩片が多くなる

淡

黄

灰～

灰

C～

D

Ⅴ～

Ⅳ

c δ

短棒状の硬質な岩片を主体とする。部分
的に礫状に風化し基質状部がチョーク状
の風化を示す
厚さ0.5～1cmの泥質砕屑物薄層が3～10c
m間隔で挟まれる。傾斜60ﾟの層理が発達
する

チ

ャー

ト

灰～

淡

黄

灰

B

～

C

Ⅲ
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～

c

γ
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（Ｐ～ＱＮ値～深度) 図
［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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ボーリ ング柱状図

ボ ー リ ン グ 名 N o . 1 4 8 調 査 位 置 長 野 県 松 本 市 奈 川

調査期間 平 成  2 7 年  7 月  1 0 日  ～  2 7 年  8 月  6 日

孔 口 標 高
1392.2m

角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下
0ﾟ 

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

0ﾟ 

使
用
機
種

試 錐 機 東 邦 地 下 工 機  D 1 - C

エ ン ジ ン ヤ ン マ ー N F D - 1 2 ポ ン プ 丸 山 M S - 1 5 4総 掘 進 長  25.43m

標
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4.85

5.45
5.62
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10.50
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植物根多含黒ボク 暗褐

比較的均質なローム
0.85～1.20m：赤褐色スコリア点在
1.46～1.60m，2.46～2.56mの採取コアは
掘削時の落ち込み。ロームが短縮してい
る。

ロー

ム

褐

φ数mmの橙色の軽石とφ数mmの暗灰色岩
片からなる

軽
石

橙褐
色

やや粘土化したローム
3.82～3.85m：灰色の火山灰を雲状に含む

ローム
灰

褐

φ5～10mmの橙色軽石主体。軽石は含水大
で崩れやすい。φ5mm以下の岩片多含

軽
石

橙
褐

粘土化したローム。含水大ローム 灰褐

φ数mm以下の軽石。下位層との境界は55
ﾟでシャープ

軽
石

橙
褐

細粒で粘土化している
ローム
質粘土

淡灰
褐

φ5～10mmの軽石主体。φ3mm灰色岩片多軽石 橙褐
φ10mm以下の粘土化した淡灰色軽石を含
む。粘着性大

ローム
質粘土

淡灰
褐

φ20mmの淡黄灰色軽石主体。φ5mmの岩片
も多含。情報粗粒化

軽
石

淡灰
褐

粘土化したローム。粘着性が強い
8.40～8.60mは赤褐色軽石を多く含み、花
崗岩？細礫・黒雲母も含む
8.75mにφ25mmの風化砂岩礫を1個含む

ロー

ム

褐

φ1～5mmの泥質ホルンフェルス角礫を多
含する。基質は粘着性の強いローム

礫混じ
り ロ ー
ム

褐

ホルンフェルス化している
φ2～5cmの角礫状を呈し岩片の粒間を褐
色粘土が充填する。粘土は軟らかく粘着
性が強い
岩片は離れていてもモザイク状で隣接す
る岩片と組み合う。
破砕構造は認められない（ランダム）

泥

岩

暗

褐

灰

D Ⅳ c δ 2

主にφ3～20mmの礫状となり、粒間を砂質
粘土状の破砕物質が充填する
傾斜20～50ﾟの破砕構造が認められる。
13.69mに傾斜20ﾟで厚さ2mmの白色沸石？
脈

暗

褐

灰

D

Ⅴ

～

Ⅳ

d

δ

～

ε

2

岩片状コア主体。全体にホルンフェルス
化している。所々角礫状を呈し、粒間を
褐色粘土が充填する。
また厚さ1～3mmの白色沸石？脈が所々に
不規則に分布する
17.50～17.90mは破砕され角礫状。そのう
ち17.50～17.55mは傾斜20ﾟの弱い破砕構
造が見られる

B

～

C

Ⅳ

b

～

c

γ 1

礫混じり粘土状で軟らかい
19.00～19.50mは傾斜30～45ﾟの破砕構造
が明瞭

暗

灰

Ⅴ～

Ⅶ

d

δ～

ε

やや締まった粘土混り角礫状
ランダムな構造
粒間は粘土質砂状物質が充填

褐

灰

D

c δ

2

岩片状コアが主体であるが、礫状を呈す
る部分もある。
傾斜50ﾟの2方向の割れ目が卓越する

暗

灰

B

～

C

b

～

c

γ 1

半固結の粘土混り角礫～礫混じり粘土状。
傾斜10～20ﾟの破砕構造を示し、礫の回転
も見られる。

灰

褐
D

Ⅳ

c δ 2

70～90ﾟの緩く湾曲した割れ目が卓越し、
コアは半月状の短棒状～岩片状コアとな
る。
割れ目に沿って巾1～2cmの範囲は角礫化
している。岩片は新鮮で硬質

暗

灰

B

～

C

Ⅲ

b

～

c

γ 1

φ1～2cmの礫状に破砕され、粒間を砂状
物質が充填する。半固結。ほぼ水平な縞
条構造
24.75～24.85m，25.10～25.30mは褐色に
風化するが締まっている
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［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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ボーリ ング柱状図

ボ ー リ ン グ 名 N o . 1 5 0 調 査 位 置 長 野 県 松 本 市 奈 川

調査期間 平 成  2 7 年 8 月 1 8日  ～ 2 7年  8月  28 日

孔 口 標 高
1417.4m

角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下
0ﾟ 

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

0ﾟ 

使
用
機
種

試 錐 機 Y B M - 0 5 D A 2

エ ン ジ ン ヤ ン マ ー N F D - 8 ポ ン プ 丸 山 M S - 1 5 4総 掘 進 長  11.16m

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

標

高

(m)

1416.90

1416.10

1414.80

1408.40

1406.24

深

度

(m)

0.5

1.30

2.60

9.00

11.16

柱

状

図

岩

種

区

分

色

調

硬

軟

コ

ア

形

状

割

れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

植物根・有機物を多含するローム質粘性
土

表
土

暗
灰

やや砂質で粘着性は弱い。石英粒を少量
含む

ローム 褐

粗～極粗粒砂
花崗岩砕屑物を主体とする

粘土混
り 砂 褐

マサ

φ5～10mmの石英・長石粒とφ3～5mmの黒
雲母から成る。
所々にφ5cm前後の細粒なパッチが認めら
れる
全体に均質にマサ化しており、核岩は認
められない

2.60～4.5mは非常に緩く、コアは自立し
ない。送水掘削では採取は困難

4.5m以深はやや締まっており、送水掘削
でコア採取可能であるが、コアは指圧で
容易に砂状になる。

灰

白

褐

d

上位のマサから徐々に硬くなり、明瞭な
境界はない。コアの水洗い時にも崩れに
くく、棒状に採取されるが、指圧で容易
に砂状になる
構成鉱物のうち石英以外の鉱物は、風化
が進んでおり指圧で容易に粉状になる。
9.35～9.60m：傾斜60ﾟの密着割れ目が1～
2cm間隔で分布する。割れ目は黒色に汚染
されている
10.75m，10.95m：傾斜20ﾟの密着割れ目が
ある

風

化

花

崗

岩

灰

白

褐～

褐

灰

白

E Ⅵ

c

～

d

ε 1
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（Ｐ～ＱＮ値～深度) 図
［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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ボーリ ング柱状図

ボ ー リ ン グ 名 N o . 1 5 1 調 査 位 置 長 野 県 松 本 市 奈 川

調査期間 平 成  2 7 年  8 月  6 日  ～  2 7 年  8 月  2 4 日

孔 口 標 高
1505.9m

角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下
0ﾟ 

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

10ﾟ 

使
用
機
種

試 錐 機 Y B M - 0 5 D A 2

エ ン ジ ン ヤ ン マ ー N F D - 8 ポ ン プ 丸 山 M S - 1 5 4総 掘 進 長  15.17m

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10
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標

高

(m)

1505.05
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1504.24
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1495.60
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腐植物混りの砂質粘土
表

土

暗

褐

φ20cmの花崗岩礫およびφ10cm前後の砂
岩礫を含む

礫混じ
り 粘土 褐

φ5mmの石英粒子多含
粘土質
砂 淡褐

白色に変質したアプライトまたは砂岩。
全体に破砕されていて、変質も著しい。
礫混じり粘土状を呈する。
粘土は指圧で容易に凹む程度の柔らかさ。
1.58～1.66m：傾斜10ﾟの縞条の破砕構造
1.66～2.00m,2.45～2.65m：φ1～3cmの角
礫状
4.45～5.00m：傾斜20ﾟの破砕構造が明瞭
6.45～7.00m：30ﾟと80ﾟの黄白色粘土ﾌｨﾙ
ﾑが数cm間隔で分布
7.55～7.90m：厚さ1cmの白色粘土が80ﾟの
傾斜で分布。境界面は不規則

黄

灰

白

E Ⅶ d ε 4

上位より変質が弱く、角礫状～岩片状を
呈する
傾斜30～45ﾟの割れ目が卓越する
9.9～10.82m：灰色を帯びた比較的新鮮な
アプライト？部分的に角礫状

Ⅴ

c～

d

Ⅳ c

10.82～12.09m：φ1～5cmの角礫状を呈す
る。粒間を粘土質砂状破砕物質が充填
10.82～10.97m：砂岩ブロック

黄

白

灰

B

Ⅴ

c

～

d

δ 3

傾斜10～20ﾟの破砕構造の明瞭な礫混じり
粘土。
φ10mm以下の砂岩礫が取り込まれている

ア

プ

ラ

イ

ト

黄灰
白～
赤褐

E Ⅶ d ε 4

ホルンフェルス化した砂岩。岩片は極め
て硬質

B
Ⅳ～

Ⅴ
c δ 2

12.85～12.95m：傾斜45ﾟの破砕構造が明
瞭な礫混じり粘土状

E 7 d ε 4

13.45～13.70m：角礫状で、傾斜30ﾟの粘
土を挟む

灰～

黄

赤

褐
Ⅳ～

Ⅴ
c δ

岩片状の硬質なコアを主体とする。割れ
目は密着しているが赤褐色に汚染され、
粘土質砂状物質を挟む
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2

コア採取率

    ( % ) 

最大コア長

     cm 

Ｒ Ｑ Ｄ

    [ % ] 

0 50 100

0

3

0

0

0

0

0

0

4

10

6

12

6

6

[0]

[0]

[0]

[0]

[0]

[0]

[0]

[0]

[0]

[15]

[0]

[22]

[0]

[0]

(100)

(100)

(95)

(100)

(90)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

岩

級

区

分

D

CL

D

CL

CM

孔
内
水
位
(m)

／
測
定
月
日

(    ルジオン  標準貫入   ) 試  験

(

N

)

値

50

11

17

12

15

16

32

38

50

15

32

50

18

50

23

18

37

38

50

7

（Ｐ～ＱＮ値～深度) 図
［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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ボーリ ング柱状図

ボ ー リ ン グ 名 N o . 1 5 3 調 査 位 置 長 野 県 松 本 市 奈 川

調査期間 平 成  2 7 年  8 月  2 5 日  ～  2 7 年  9 月  7 日

孔 口 標 高
1501.5m

角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下
0ﾟ 

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 
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南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

5ﾟ 

使
用
機
種

試 錐 機 Y B M - 0 5 D A 2

エ ン ジ ン ヤ ン マ ー N F D - 8 ポ ン プ 丸 山 M S - 1 5 4総 掘 進 長  19.10m
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腐植物を多含する表土 暗褐

φ数mmのスコリア、炭化物を含む

ロー

ム

橙

褐

φ30mm以下の砂岩角礫を含む。基質は粘
着性の少ない砂質粘土

礫混じ
り 粘土

灰
褐

岩片はホルンフェルス化により強く再結
晶した砂岩。新鮮部はやや赤みを帯びた
暗灰色であるが、部分的に熱水変質によ
り脱色している。
棒状に採取されるが、固結度は低く手で
容易に崩すことができる。
1.85～5.45m，6.00～7.00m：φ0.5～5cm
の角礫状。角礫部の粒間は、砂岩の強風
化した粘土質粗砂が充填する。礫状部が
60～70％

C

～

D

Ⅳ

～

Ⅴ

d

δ

～

ε

2

～

3

5.45～6.00m：岩片状コア主体。部分的に
角礫状。

Ⅳ c δ 2

C Ⅳ

～

Ⅴ

δ

～

ε

2

～
3

7.00～10.33m：主にφ2cm以下の角礫部と
砂質粘土からなる。礫の比率は40％
このうち、7.58～7.63m，9.60～9.65mは、
ほぼ水平な破砕構造が見られる
8.53～8.72mは2本の新鮮な棒状コア。
9.80mにはφ5cmの白色粘土の塊がブロッ
ク状に含まれる
10.00～10.33mの貫入試験試料は、半固結
砂状

砂

岩

灰

褐～

褐

灰

C

～
E

Ⅴ
～

Ⅳ

d

ε 3

ホルンフェルス化した細粒砂岩。再結晶
かが強い。岩片は極めて硬質で多くは短
棒状に採取される。ネットワーク状の不
規則な潜在割れ目が数cm間隔で認められ、
その割れ目に沿って風化が進行している。

Ⅲ

5～10ﾟ・60ﾟ・80ﾟの割れ目が開口し、割
れ目面には褐色の土砂が挟まれる
10.88～11.00mは傾斜70ﾟの開口割れ目が

Ⅳ

あり、11.00～11.27mの貫入試験は試料が

B

Ⅱ

c γ 1

採取されていないD Ⅴ d δ 2

11.80～12.55m：岩片状～角礫状。12.55
～11.70mの高角割れ目の延長部

B Ⅲ c γ 1

12.88～13.00m：75ﾟ巾1cmの粘土混り細礫
が脈状に分布

D Ⅴ d δ 2

13.00～14.45m：褐色に強風化B Ⅱ c γ 1

13.88～13.98m：φ1cm粘土混り角礫状、
半固結
14.58～14.93m：棒状コア。下端は傾斜6
0ﾟ2本の逆傾斜割れ目
15.00～16.00m：粘土混り角礫～礫混じり
粘土状。15.6mの岩片に傾斜60ﾟの堆積構
造

C

Ⅳ～

Ⅴ

c～

d

δ 2

16.70～19.10m：岩片状コアを主体とする
が、17.00～17.30mは礫状。割目沿いに白
色化。傾斜70～80ﾟの褐色に汚染された潜
在割れ目が多数分布

砂

岩

灰～
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灰

B Ⅲ c γ 1
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（Ｐ～ＱＮ値～深度) 図
［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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ボーリ ング柱状図

ボ ー リ ン グ 名 N o . 1 5 4 調 査 位 置 長 野 県 松 本 市 奈 川

調査期間 平 成  2 7 年  9 月  8 日  ～  2 7 年  9 月   日

孔 口 標 高
角

度
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方

向
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勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
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使
用
機
種

試 錐 機 Y B M - 0 5 D A 2

エ ン ジ ン ヤ ン マ ー N F D - 8 ポ ン プ 丸 山 M S - 1 5 4総 掘 進 長  21.21m
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事

腐植物多含表土 黒褐

均質。こね返しで粘着性強くなるローム 褐

φ5cm以上の砂岩礫を含む。基質は軟らか
い。下部に礫が多くなる

礫混じ
り 粘土 褐

ホルンフェルス化した砂岩。新鮮部はや
ｙ紫色を帯びた暗灰色であるが、多くは
風化により灰～褐灰色になる。所々に珪
質細粒部を挟む

D Ⅴ d

δ～

ε

1

1.70～2.80m：砂質粘土を基質とした粘土
混り角礫状。上部10cmは珪質泥岩。
2.80～4.40m：短棒状コアを主体とするが、
割れ目には褐色礫混じり粘土が巾数cmで
充填する

C Ⅳ

c

～

d

δ 2

4.40～5.14m：φ3cm以下のランダムな礫
状となり、粒間を褐色砂質粘土が充填す
る。

砂

岩

褐

灰

D

～

E

Ⅴ

～

Ⅵ

d

δ

～

ε

1

4.4～6.35と同じ性状。5.60～5.80mは白
色変質部を伴う傾斜10ﾟの弱い縞条構造が
見られる

D～

E

Ⅴ～

Ⅵ

d

δ～

ε

岩片は珪質で硬い。鉛直割れ目がコアを
縦断して連続し、コアは半月状になる。
半月状のコアの薄い部分ではコアのdisk
ingが見られる
不明瞭な水平～30ﾟのラミナが認められる

珪

質

泥

岩

暗

灰
B Ⅲ b

γ

～
β

1

砂岩を主体とするが、所々に珪質泥岩の
5～15cmの薄層を挟む(7.40～7.50m，7.8
5～8.00m,8.40～8.95m，11.75～12.00m，
13.80～14.00m))。
岩片状～角礫状のコアを主体とする。鉛
直，60ﾟ，20ﾟの割れ目が認められるが。
ランダムに角礫化している部分が多い
9.50～9.65m：30ﾟの弱い破砕構造

灰～
褐

灰

C～

E

Ⅳ～

Ⅴ

c～

d

δ～

ε

2

短棒状コア主体。70ﾟの割れ目の上部に破
砕構造が認められる。割れ目面には不明
瞭な鏡肌が認められるが、褐色に汚染さ
れている。

暗

灰
B Ⅱ c γ 1

全体に弱く変質され黄褐色を呈する
12.55～12.63m，13.68～13.78m：熱水変
質により白色化。細礫状を呈し粘土分を
含む
14.58～14.67m：細礫状に破砕され14.63
mには巾5mm傾斜25ﾟの白色粘土を挟む
14.85m以深はφ1～3cmの角礫状。全体と
しては半固結

砂

岩

灰～

褐

灰

C

～

E

Ⅳ

～

Ⅴ

c

～

d

δ

～

ε

2

～

3

細粒砂岩・灰色珪質泥岩・黒色泥岩が10
～20cm間隔で互層する。傾斜20～30ﾟの堆
積構造が見られる。多くはφ3cm以下の礫
状となる

泥

岩

優

勢

互

層

灰～

黄

褐

D

Ⅴ～

Ⅶ

d ε

2～

3

棒状に採取されているが、潜在亀裂が発
達し容易に細礫状になる。岩片も全体に
軟質。
傾斜60ﾟの割れ目が卓越する

泥

岩

黒

灰
D

Ⅳ

～

Ⅴ

c

～

d

δ 2

短棒～岩片状コアとして採取される
珪質泥岩中に黒色泥岩がラミナ状に細互
層し、堆積構造が明瞭。構造は19.30m付
近は鉛直で19.80m付近は傾斜45ﾟになり、
緩く褶曲している
ラミナ面に沿って剥離するほか、高角に
交わる割れ目も多い
19.80m以深は礫状

珪

質

泥

岩

灰～

暗

灰

C

Ⅲ～

Ⅳ

b～

c

γ 1
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［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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ボーリ ング柱状図

ボ ー リ ン グ 名 N o . 1 5 5 調 査 位 置 長 野 県 松 本 市 奈 川

調査期間 平 成  2 7 年  7 月  3 日  ～  2 7 年  7 月  2 0 日

孔 口 標 高
1513.1m

角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下
0ﾟ 

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

5ﾟ 

使
用
機
種

試 錐 機 Y B M - 0 5 D A 2

エ ン ジ ン ヤ ン マ ー N F D - 8 ポ ン プ 丸 山 M S - 1 5 4総 掘 進 長  12.30m

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

標

高

(m)

1512.70

1510.35

1509.20

1506.30

1505.40
1505.10

1503.90

1502.45

1500.80

深

度

(m)

0.40

2.75

3.90

6.80

7.70
8.00

9.20

10.65

12.30

柱

状

図

岩

種

区

分

色

調

硬

軟

コ

ア

形

状

割

れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

腐植物多い表土 暗褐

1.7～2.7mは橙色を帯びφ5mmのスコリア
を含む

ロー

ム

褐～

橙

褐

φ2～3cmの泥質ホルンフェルス礫を含む
下部は暗褐灰色になる

礫混じ
り ロ ー
ム

褐

ホルンフェルス化している
傾斜20～30ﾟの割れ目が発達しφ1～5cmの
角礫状を呈する。割れ目面には鏡肌が形
成さている事が多い
岩片には傾斜30ﾟ前後の弱いラミナが認め
られるが、卓越する割れ目の方向とは斜
交する。

泥

岩

暗

灰
C Ⅴ d δ 1

岩片はφ数mm～3cmに角礫化し、粒間を砂
質粘土～粘土質砂状の粒子が充填する。
一部の岩片の表面には、鏡肌が見られる

D

Ⅴ

～

Ⅶ

岩片の多くは風化し軟質になっているE Ⅶ

7.7～8.00m：φ5mm以下に角礫化し、水平
～10ﾟの弱い縞状構造（破砕構造）が認め
られる

砂

岩

黄

褐～

黄

緑

褐
D

Ⅴ
～

Ⅶ

d ε 3

ホルンフェルス化している
φ0.5～3cmの角礫状の岩片の粒間を、粘
土質砂状粒子が充填する。
全体に締まっている。
岩片にはラミナが認められ、ラミナの方
向は岩片によりやや方向が異なる
礫の並びに方向性は認められない

泥

岩

暗

灰

C

～

D

Ⅴ

～

Ⅵ

d γ 1

φ3～5cmの礫状部の粒間を同質の粘土混
り砂が充填する。全体に締まっている
砂岩岩片は中粒砂岩で塊状
11.45m以深は粒間に白色の細粒物質（沸
石？）が部分的に充填する
11.55～11.65m：泥質ホルンフェルスが原
岩。他と同様に礫状を呈する

砂

岩

暗

灰

C

～

D

Ⅴ

～

Ⅳ

d γ 1
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（Ｐ～ＱＮ値～深度) 図
［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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ボーリ ング柱状図

ボ ー リ ン グ 名 N o . 1 5 6 調 査 位 置 長 野 県 松 本 市 奈 川

調査期間 平 成  2 7 年  6 月  9 日  ～  2 7 年  7 月  3 日

孔 口 標 高
1501.7m

角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下
0ﾟ 

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

15ﾟ 

使
用
機
種

試 錐 機 Y B M - 0 5 D A 2

エ ン ジ ン ヤ ン マ ー N F D - 8 ポ ン プ 丸 山 M S - 1 5 4総 掘 進 長  19.19m

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

標

高

(m)

1501.10

1499.10

1497.30

1493.80

1491.87

1490.40

1487.85

1487.05

1483.95

1483.25

1482.51

深

度

(m)

0.60

2.60

4.40

7.90

9.83

11.30

13.85

14.65

17.75

18.45

19.19

柱

状

図

岩

種

区

分

色

調

硬

軟

コ

ア

形

状
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目

の

状

態
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変

質

記

事

黒ボク主体表
土

暗
褐

φ数cmの砂岩礫を多含する。
不均質

礫
混
じ
り
粘
土

暗

褐

φ3～8cmの角礫状コアとなり原岩の構造
は確認できないが、非常にゆるい砂岩と
推定される

強

風

化

砂

岩

灰

褐
C Ⅳ d ε 1

短棒状の堅硬な砂岩が主体を占めるが、
開口した割れ目に沿って褐色に汚染され
る
割れ目の開いた部分はφ数cmの岩片が充
填し、粒間は褐色粘土質砂が埋める

赤

褐～

暗

灰

Ⅱ

～

Ⅲ

b

～

c

高角の開口割れ目と傾斜60ﾟ前後の割れ目
により半月状コアとなる。
岩片は硬質

暗

灰

B

b

γ 1

風化した砂岩。全体に弱く変質し、緑灰
色を呈する
9.83～10.00mはφ5～10mmの角礫状。礫間
は粘土質砂状の粒子が充填する。破砕構
造は認められない

緑

灰
C

Ⅲ

c δ 2

短棒状～棒状のコア主体。岩片は硬質で
ある
11.30～11.50mおよび12.22～12.35mは、
角礫状を呈する

砂

岩

暗

灰
B Ⅱ b γ 1

φ10cm前後の角礫状の暗灰色砂岩の粒間
を粘土質砂状の粒子が充填する。未固結
であるが締まっている
14.45mは傾斜65ﾟ巾3cmの割れ目内にラン
ダムに角礫を含む

褐 C Ⅳ c

φ0.5～1cmの角礫を多含する砂質粘土状。
未固結だが全体に締まっている。
ランダムな部分が多いが部分的に弱い縞
条構造が見られる
14.90m：45ﾟの弱い縞条構造（破砕構造）
16.6～16.75m：傾斜30～40ﾟの明瞭な縞条
構造

D

Ⅴ

～

Ⅵ

d

φ1～5cmの角礫状になった砂岩の粒間を
粘土質砂が充填する
傾斜20～30ﾟの弱い破砕構造が認められる

砂

岩
褐

緑

灰

C Ⅳ c

δ 1

泥質細粒砂岩からなる
短棒状のコア主体で、岩片は堅硬
18.45～18.70mは割れ目に沿って角礫化し、
粒間を赤褐色粘土質砂が充填する。
割れ目は全体に赤褐色に汚染される

砂
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暗

灰
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（Ｐ～ＱＮ値～深度) 図
［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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ボーリ ング柱状図

ボ ー リ ン グ 名 N o . 1 5 7 調 査 位 置 長 野 県 松 本 市 奈 川

調査期間 平 成  2 7 年 5 月 1 8日  ～ 2 7年  7月  27 日

孔 口 標 高
角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下
0ﾟ 
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向
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水平0ﾟ 
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使
用
機
種

試 錐 機 Y B M - 0 5 D A 2

エ ン ジ ン ヤ ン マ ー N F D - 8 ポ ン プ 丸 山 M S - 1 5 4総 掘 進 長  14.09m
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植物根多含表土 暗褐

砂岩・頁岩の転石主体。φ5～数十cm
角

礫

灰

褐

φ1～3cmの角礫を含む。砂岩礫主体で頁
岩・チャートも含む
基質は半固結の粘土混り粗砂

粘土混
り 角礫

黄

褐

細粒砂岩で岩片は硬質である
岩片状～礫状を呈し、割れ目には粘土質
砂が充填する
傾斜45～60ﾟの割れ目が卓越する。
2.60～3.00m，4.65～4.90m：φ1～2cmに
破砕され、礫岩状を呈する。風化して黄
褐色を呈するが半固結

砂

岩

灰～

暗

灰

C Ⅳ c

γ

～

δ

1

ｶﾀｸﾚｰｻｲﾄ化しているが破砕は弱い
傾斜50ﾟの割れ目が発達する。6m以深はφ
1cm前後に角礫化している

D

Ⅳ

～

Ⅴ

岩片は緻密で硬質であるが、割れ目が発
達し主に岩片状のコアとなる
傾斜45～90ﾟの多方向の割れ目が卓越する
鉛直方向の不明瞭な堆積構造が見られる

灰

B Ⅳ

c

～

d

δ

チャートがφ5～10mmに角礫化し、細礫岩
状を呈する。岩片内には、所々に傾斜60
ﾟの不明瞭な原岩の堆積構造が見られる
8.55～8.75mは傾斜20～30ﾟの白色粘土を
伴う破砕構造が認められる。
9.70～9.90mは傾斜45～65ﾟの破砕構造が
認められる

黄

褐

Ⅴ

～

Ⅳ

9.90～11.45m：所々に傾斜20ﾟ前後の弱い
破砕構造が見られる

灰

褐

E

Ⅴ

d ε

堅硬緻密。傾斜45ﾟの堆積構造灰 B Ⅲ b γ

φ1cmの角礫状。傾斜10～20ﾟの弱い縞状
破砕構造

灰
褐

E Ⅴ d ε

短棒状コア。傾斜30～40ﾟの割れ目が発達
する

灰 B Ⅲ b γ

半固結。φ0.5～1cmの礫混じり粘土状。灰褐 E Ⅴ d ε

灰色の緻密なチャートが3～6cmに角礫化
している。割れ目に軟質な砂質粘土が充
填する
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質

泥

岩

褐

灰
B Ⅳ b γ

1

コア採取率

    ( % ) 

最大コア長

     cm 

Ｒ Ｑ Ｄ

    [ % ] 

0 50 100

0

5

5

3

5

5

0

3

4

14

8

3

[0]

[0]

[0]

[0]

[0]

[0]

[0]

[0]

[0]

[23]

[0]

[0]

(90)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(90)

(100)

(100)

(90)

岩

級

区

分

CL

D

CL

孔
内
水
位
(m)

／
測
定
月
日

5.80
7/24

6.35
7/23

(    ルジオン  標準貫入   ) 試  験

(

N

)

値

11

21

37

46

50

23

50

19

50

14

21

28

50

15

50

25

50

11

50

21

50

4

（Ｐ～ＱＮ値～深度) 図
［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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ボーリ ング柱状図

ボ ー リ ン グ 名 N o . 1 5 8 調 査 位 置 長 野 県 松 本 市 奈 川

調査期間 平 成  2 7 年 5 月 1 8日  ～ 2 7年  5月  28 日

孔 口 標 高
角

度

180ﾟ 

0ﾟ 
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下
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方

向
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使
用
機
種

試 錐 機 Y B M - 0 5 D A 2

エ ン ジ ン ヤ ン マ ー N F D - 8 ポ ン プ 丸 山 M S - 1 5 4総 掘 進 長  19.11m
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腐植物を多含する。暗褐

やや橙色を帯びた褐色で比較的均質。赤
褐色のスコリアを点在する。
1.75m以深は、小礫を少量含む。

ロー

ム
褐

角礫状のコアを主体とする。
φ1～5cmの礫状コアであるが、各岩片に
は不明瞭ではあるが水平なラミナが認め
られ、乱れが無いことから岩盤と判断さ
れる
礫状のコアの基質部には、砂岩の風化物
の黄灰褐色を呈する軟質な砂質粘土～粘
土質砂が充填する

砂

岩

褐

灰～

灰

B

～

E

Ⅴ

～

Ⅶ

d

γ

～

ε

2

～

3

細粒砂岩と泥岩～珪質泥岩の数十cm間隔
の互層。泥岩がやや優勢
礫状コア主体で、多くはφ1～5cmの礫状
となる。粒間には粘土質砂が充填する。
特に5.63～5.78m，6.70～6.80mはφ5mm前
後の細礫状で黄褐色砂質粘土が基質を構
成し、水平～15ﾟの縞条構造が認められる

暗

灰～

灰

褐

B

～

E

Ⅴ

～

Ⅶ

d

γ

～
ε

2

～

3

やや珪質な砂質泥岩の短棒状コア。傾斜
60～90ﾟの弱いラミナが認められる。

B Ⅲ
b～

c
γ 2

泥質砂岩・泥岩の互層。砂岩部はφ0.5～
3cm、泥岩部はφ10mm以下の角礫状を示し、
粒間は同質の細粒物が充填する

泥

岩

優

勢

互

層 暗

灰 B

～

D

Ⅳ

～

Ⅴ

c

～

d

γ

～

δ

2

～

3

ほぼ水平なラミナが認められるチャート
で、砕屑物をやや多く含む。岩片は硬質。
5cm以下の岩片状～礫状を呈する。下位へ
細片化が著しくなる。
割れ目は赤褐色に汚染される。
13.65～14.00mは細礫状で、傾斜45ﾟ前後
の弱不明瞭な縞条構造（破砕構造）が見
られる
15.70m以深は礫状部の粒間を赤褐色砂質
粘土が充填する。

Ⅴ

～

Ⅶ

d δ

2

～

3

コアは、5cm以下の岩片～礫状を呈する。
岩片の間を同質の砂状～粘土質砂状の細
粒物質が充填する
再結晶化の進んだチャートで、岩片は硬
質

灰
B

～

E

4

～

Ⅴ

c γ

再結晶化の進んだチャート。灰白色部を
主体とし、黒色細脈が不規則なネットワ
ーク状の模様を形成する
長さ10～15cmの短棒状コアと10～15cm厚
の細礫部が交互に出現する
17.00，17.75m，18.40m，18.88mには巾1
～5cmの石英脈
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［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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ボーリ ング柱状図

ボ ー リ ン グ 名 N o . 1 5 9 調 査 位 置 長 野 県 松 本 市 奈 川

調査期間 平 成  2 7 年  5 月  1 8 日  ～  2 7 年  6 月  8 日

孔 口 標 高
1497m

角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下
0ﾟ 

方

向
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南

西

地
盤
勾
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水平0ﾟ 
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0ﾟ 

使
用
機
種

試 錐 機 Y B M - 0 5 D A 2

エ ン ジ ン ヤ ン マ ー N F D - 8 ポ ン プ 丸 山 M S - 1 5 4総 掘 進 長  23.20m

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6
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8

9
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(m)

1496.50

1494.25

1492.00
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1483.50

1480.20

1473.80

深

度

(m)

0.50

2.75

5.00

9.00

13.50

16.80

23.20

柱

状

図

岩

種

区

分

色

調

硬

軟

コ

ア

形

状

割

れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

腐植物を多含する
φ7cmの礫を含む

礫混じ
り 粘土

暗
褐

崖錐堆積物
φ7cmの角礫を含む
基質はゆるい砂質粘土

礫

混

じ

り

粘

土

黄

褐

砂岩・頁岩の亜角礫を主体とする。コア
長で最大30cmの礫を含むが、礫は岩片状
に割れている
基質は半固結の粘土質砂で黄褐色を呈す
る。

黄

灰

褐

2.75～3.75m：φ5cmの砂岩礫主体。礫支
持
3.75～4.80m：φ1～5cm砂岩礫主体で最大
10cm。基質支持
4.80～6.00m：砂岩のφ5～20cmの礫を多
く含む。礫支持
6.00～9.50m：頁岩の大型の礫主体。最大
径はコア長で25cm。礫支持

暗

灰～

黄

灰

褐

9.50～11.30m：短棒状の砂岩亜角礫主体。
最大30cmの礫を含む。礫支持。
11.30～11.70m：風化してマサ状になった
閃緑岩の亜角～亜円礫(φ1～4cm)主体。
基質支持
11.70～13.50m：φ1～5cmの砂岩亜角礫～
亜円礫主体。基質支持

角

礫

黄

灰

褐

短棒状コア主体。
割れ目に沿って、1～5cmの巾で、風化で
細礫状になった部分が形成される。岩片
は堅硬
13.50～15.00mは褐灰色中粒砂岩
15.00～16.80mは、細粒砂岩

褐

灰
B

Ⅲ

～

Ⅳ

c β 1

熱水変質帯
割れ目に沿って熱水変質し、粘土混りの
角礫状を呈する部分と短棒～岩片状のコ
アが交互に出現する。
礫状部は岩盤の割れ目の構造が残ってい
て、傾斜50～60ﾟの割れ目が卓越する。
変質部は淡黄灰色の粘土質砂状であるが、
粘土分は少ない。

20.6m以深は褐鉄鉱の汚染があり、赤色分
が強い

20.90～21.10m，21.45～21.58mには、頁
岩を挟む

砂

岩

黄

褐～

灰

B

～

D

Ⅳ

～

Ⅴ

c

～

d

γ

～

ε

3

コア採取率

    ( % ) 

最大コア長

     cm 

Ｒ Ｑ Ｄ

    [ % ] 

0 50 100

3

3

6

3

3

6

7

3

6

4

11

3

3

6

22

16

13

5

18

17

11

6

8

[0]

[45]

[29]

[24]

[0]

[34]

[44]

[12]

[0]

[0]

(95)

(100)

(90)

(90)

(100)

(100)

(100)

(90)

(90)

(100)

(100)

(100)

(100)

(95)

(95)

(95)

(95)

(95)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

岩

級

区

分

CM

CL

CM

CL

D

CL

孔
内
水
位
(m)

／
測
定
月
日

11.80
5/25

(    ルジオン  標準貫入   ) 試  験

(

N

)

値

3

33

7

32

9

33

15

50

27

45

27

6

32

23

21

13

32

19

36

50

12

25

28

29

50

8

50

23

50

2

50

3

50

5

50

15

（Ｐ～ＱＮ値～深度) 図
［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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ボーリ ング柱状図

ボ ー リ ン グ 名 N o . 1 6 1 調 査 位 置 長 野 県 松 本 市 奈 川

調査期間 平 成  2 7 年  9 月  8 日  ～  2 7 年  9 月  1 6 日
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ローム質。植物根多含表土 暗褐

粘着性強い。φ1cm以下の礫を含む
礫混じ
り 粘土 黄褐

花崗岩の風化物主体で、φ5mm前後の石英・
長石粒を多含する。また最大18cmの花崗
岩礫を点在する
所々に暗褐色の有機物を含む。比較的締
まっている

粘土質
礫混じ
り 砂

灰

褐～

褐

強風化により不均質なマサ状。φ3～5cm
の岩片が礫状に残る。

E Ⅳ d ε

φ5mm前後の石英・長石とφ3mm前後の黒
雲母からなる
短棒状コアとして採取される。全体に弱
く風化しており、マイクロクラックに沿
って赤褐色化している。岩片は硬質
3.55～3.95m：60ﾟと90ﾟの割れ目により空
隙が形成される。3.65～3.95mは、ｺｱの半
分が欠落している

B

～

C

Ⅲ δ

4.00～4.38m：貫入試験区間であるが、ペ
ネ管が割れ目に沿って曲がって入ったた
め、試験区間のコアも採取された

C Ⅳ

γ～

δ

5.60～6.45m：45ﾟと60ﾟの割れ目が発達し
5cm前後の角礫状を呈する。割れ目面には

B Ⅰ γ

粘土混り砂が付着
7.39～7.80m，8.55～8.70m，8.85～9.25

C Ⅳ

c

δ

m：割れ目に沿って風化が進み、角礫状コ
アとなる

B Ⅱ
b～

c
γ

8.33～8.48m：85ﾟの開口節理。節理面は
凹凸が著しい

B～

C

Ⅲ～

Ⅴ
c δ

10.40～10.50m：傾斜80ﾟの割れ目が雁行
して傾斜60ﾟ巾1cmの割れ目を形成。割れ
目に粘土質砂が充填
10.50～10.60m：上記と逆傾斜の巾2cmの
割れ目
11.25に50ﾟ、11.50m60ﾟの割れ目があり、
その間は細礫状となり、コア採取率は20％
程度。空隙の可能性がある。間に90ﾟの割
れ目面を持つ長さ10cmの半月状コアあり

Ⅱ

b

～

c

11.90～12.05m：傾斜60ﾟの割れ目の間は
ｺｱが採取されず空隙の可能性が高い。
12.00～13.25m：傾斜70～90ﾟの湾曲した
割れ目に沿って、褐色粘土質砂(花崗岩風
化物)が充填

Ⅲ c

13.60～13.70m，13.90～14.20m：60～70
ﾟの割れ目に礫混じり粘土質砂が充填
14.38～15.00m：傾斜20～30ﾟの割れ目が
5～20cm間隔で分布。14.8～15.00mはその
割れ目に沿って風化が進行して軟質とな
っている
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（Ｐ～ＱＮ値～深度) 図
［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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ボーリ ング柱状図

ボ ー リ ン グ 名 N o . 1 7 2 調 査 位 置 長 野 県 松 本 市 波 田

調査期間 平 成  2 7 年  5 月  1 8 日  ～  2 7 年  6 月   日

孔 口 標 高
角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下
0ﾟ 

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

0ﾟ 

使
用
機
種

試 錐 機 Y B M - 0 5 D A 2

エ ン ジ ン ヤ ン マ ー N F D - 8 ポ ン プ 丸 山 M S - 1 5 4総 掘 進 長  12.22m

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

標

高

(m)

深

度

(m)

0.45
0.75

1.60

2.55

4.58

7.24

7.75

10.36

10.90

12.22

柱

状

図

岩

種

区

分

色

調

硬

軟

コ

ア

形

状

割

れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

植物根多含表土 暗褐

ローム 黄褐

φ3cm前後の亜角礫を点在する
礫混じ
り ロ ー
ム

黄

褐

φ1～3cmの亜角礫主体。基質は粘土質砂
で締まっている

粘土質
角礫

灰

褐

風化カタクレーサイト。
新鮮部はホルンフェルス化して硬質。未
固結時の流動変形を示す泥質部の砂質部
への注入が見られる。
風化して軟質。2.69～2.72m・2.65～2.6
9mは水平～10ﾟの破砕による礫混じり粘土
の縞条構造が認められる。また4.54～4.
58mは粘土化した縞条構造が傾斜50ﾟの泥
岩割れ目に阿バットする

灰

褐

D

～

E

Ⅴ

～

Ⅶ

ε 2

岩片状～礫状のコア主体。7.24～7.75mは
短棒状コア主体
長さ5～20mm、厚さ2～5mmの砂岩レンズを
含み、傾斜約10ﾟの弱い縞条構造が認めら
れる
岩片は硬質だが、不規則な潜在亀裂が多
い。

Ⅴ

d

δ

5.70～8.80m：チャートレンズを含む

暗

灰～

灰

褐
Ⅳ b γ

長さ10～20mm、厚さ5～10mmの砂岩レンズ
を含む岩礫泥岩起源で傾斜約10ﾟの構造が
見られる
全体に角礫化しており、原岩構造とほぼ
同方向の弱い破砕構造が見られるが、こ
れとは不調和にランダムに角礫化してい
る部分も多い
9.49～9.55m：黄褐色礫混じり粘土
9.90～10.00m：傾斜10ﾟの黄褐色礫混じり
粘土

泥

岩

暗

灰

C

Ⅴ d δ

1

砂岩と泥質岩の細互層。砂岩がレンズ状
を呈する部分が認められる

砂岩優
勢互層

暗
灰

B Ⅳ b γ 1

傾斜10～20ﾟの破砕構造が認められる岩片
状コア主体。
棒状コア部分では、砂岩のレンズが認め
られる

泥

岩

暗

灰
C Ⅴ d δ 1
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（Ｐ～ＱＮ値～深度) 図
［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
 

 

             N 値

0 10 20 30 40 50

1.15

1.45

(6,6/11,4/9)

2.15

2.45

(6,9,7)

3.15

3.45

(13,10,9)

4.15

4.45

(9,10,9)

5.15

5.45

(7,9,11)

6.15

6.45

(10,11,16)

7.15

7.24
(50/9)

8.15

8.45

(15,16,14)

9.15

9.45

(26,14,9)

10.15

10.33
(31,19/8)

11.15

11.28
(32,18/3)

12.10

12.22
(50/12)

原
位
置
試
験

(

 

 

)

試料
採取

ｴﾗｽﾄﾒｰﾀ

試料
採取

ｴﾗｽﾄﾒｰﾀ

室
内
試
験(

 
 
 

 
 )

掘  進  状  況

掘

進

月

日

7

30

8

3

8

4

8

6

掘
進
速
度

(

cm
／
時

)

孔
径
(mm)

／
孔
壁
保
護

101

／

C

P

83

／

C

P

66

49

コ
ア
チ
ュー

ブ
／
ビ
ッ
ト

給
 
圧

(

 
MPa

 

)

回
転
数

(

 
rpm

 

)

送
水
圧

(

 
MPa

 

)

送
水
量

(

l
／
分

)

排
水
量

(

l
／
分

)

36



ボーリ ング柱状図

ボ ー リ ン グ 名 N o . 1 7 3 調 査 位 置 長 野 県 松 本 市 波 田

調査期間 平 成  2 7 年  8 月  6 日  ～  2 7 年  8 月  1 8 日

孔 口 標 高 1039.706m
角

度

180°

0°

90°上

下
0°

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90°

水平0°
鉛
直

10°

使
用
機
種

試 錐 機 K R - S H

エ ン ジ ン 三 菱 G B - 3 0 0 ポ ン プ M S - 1 5 4総 掘 進 長  30.00m

標

尺

(m)

1

2
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4
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9
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13

14
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16
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標

高

(m)

1037.79

1014.86

1013.41

1012.01

深

度

(m)

1.92

24.85

26.30

27.70

柱

状

図

岩

種

区

分

色

調

硬

軟

コ

ア

形

状

割

れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

ローム質土主体
表層0.4mは有機質で、植物根混入。

ロ－

ム

暗

褐～

茶

礫質土主体
大小様々な径の礫からなり、マトリック
スは粘土混じり細砂からなる。
礫種は砂岩・泥岩・チャートで、φ5～5
0mmの亜角礫である。
全体的に泥岩や細粒砂岩礫が卓越する。

GL-5.70～6.00mは茶色のシルトが多く混
入し、指圧で容易に潰れる。
風化礫が比較的多い。

GL-8.50m付近も細粒分が混入。
マトリックスは、軟質である。

GL-10.00～15.00m：マトリックスは締り
が良いが、全体的に酸化される。

GL-15.60～20.70mは、φ5～10mmの泥岩礫
が比較的多く混入する。

GL-20.00m以深は粘土の混入が多く、マト
リックスは緩い。

GL-20.00～20.50m・22.55～22.85m区間は
土砂状の細粒分が多く、軟質である。

粘

土

混

じ

り

砂

礫

暗

灰～

暗

緑

灰

粘土の混入が非常に多く、マトリックス
の大半は軟質な細粒分である。
指圧で容易に潰れる。

粘
土
質
砂
礫

茶

φ5～80mmの泥岩礫や砂岩礫が不均質に混
入。
細粒分は少ない。

粘土混
じ り 砂
礫

暗

褐

灰
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（Ｐ～ＱＮ値～深度) 図
［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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27

28

29

30

1012.01

1009.71

27.70

30.00

φ5～80mmの泥岩礫や砂岩礫が不均質に混
入。
細粒分は少ない。

粘土混
じ り 砂
礫

暗

褐

灰

風化進行し、礫状～粘土状を呈する。
所々酸化し、褐色部を伴う。
GL-29.20～30.00mは白色粘土混じり細礫
状に軟化する。

風

化

泥

岩
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灰
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ボーリ ング柱状図

ボ ー リ ン グ 名 N o . 1 7 4 調 査 位 置 長 野 県 松 本 市 波 田

調査期間 平 成  2 7 年  7 月  2 9 日  ～  2 7 年  8 月  1 日

孔 口 標 高 本点
-3.81m

角

度

180°

0°

90°上

下
0°

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90°

水平0°
鉛
直

31°

使
用
機
種

試 錐 機 K R - S H

エ ン ジ ン ミ ツ ビ シ G B - 3 0 0 ポ ン プ M S - 1 5 4総 掘 進 長  15.00m

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

標

高

(m)

 -4.51

-10.96

-11.56

-18.81

深

度

(m)

0.70

7.15

7.75

15.00

柱

状

図

岩

種

区

分

色

調

硬

軟

コ

ア

形

状

割

れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

有機物を含む表土。
植物根片、小石等が混じる。

礫混 り
シル ト 茶

細片状のチャート主体。
所々にφ5cm程度の塊状で採取されるが、
大部分はφ5～20mm程度に破砕されている。
全体的に風化しており、指圧で容易にく
ずれる。

E V d δ

GL-7.17～7.75mは塊状を呈し、標準貫入
試験値は反発を示す。
全体に網状キレツ発達。

チ

ャ－

ト

灰

白

B III c γ

4

GL-7.80m以深は細粒分が増加し、褐色～
黄褐色を帯びる。
GL-10m以深は基質部の締りが良く、指圧
でかろうじてつぶれる。
部分的に泥岩の組織を細片状に残す。
GL-12.90～15.00mは白色粘土化を伴うが、
半固結状で比較的珪質である。

チ
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灰
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（Ｐ～ＱＮ値～深度) 図
［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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ボーリ ング柱状図

ボ ー リ ン グ 名 N o . 1 7 5 調 査 位 置 長 野 県 松 本 市 波 田

調査期間 平 成  2 7 年  7 月  2 9 日  ～  2 7 年  8 月  3 日

孔 口 標 高 本点
-1.32m

角

度

180°

0°

90°上

下
0°

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90°

水平0°
鉛
直

30°

使
用
機
種

試 錐 機 K R - S H

エ ン ジ ン G B - 3 0 0 ポ ン プ M S - 1 5 4総 掘 進 長  20.00m

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9
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13

14

15
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20

標

高

(m)

 -2.02

-21.32

深

度

(m)

0.70

20.00

柱

状

図

岩

種

区

分

色

調

硬

軟

コ

ア

形

状

割

れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

表土。有機質で風化砂岩礫が混じる。
礫混 り
シル ト

暗

褐
玉石混じりの砂礫層。
φmax20cm程度の礫が多数混在する。
マトリックスは締りの良い粘土混じりの
砂である。
礫種は砂岩主体でまれに泥岩やチャート
を含む。
GL-0.80～1.57mにL=20cmの棒状玉石が混
じる。

GL-3.25mにL=18の風化砂岩玉石混入。
付近にφ5cm前後の角礫～亜角礫が多数含
まれる。

GL-5m付近にL=20cmの新鮮堅硬な玉石が混
じる。

GL-6.20mにL=25cm玉石混入。

Gl-7.00～9.60m区間は比較的マトリック
スに細粒分が多く、指圧でかろうじてつ
ぶれる。

GL-10.40～13.55m区間はL=10～18cm玉石
が密集する。

GL-15.40～18.80m区間も玉石が密集し、
Lmax=25cm棒状コアで採取される。
玉石は新鮮堅硬であり、ハンマーで金属
音を発する。

玉

石

混
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り
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灰
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（Ｐ～ＱＮ値～深度) 図
［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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ボーリ ング柱状図

ボ ー リ ン グ 名 N o . 1 8 1 調 査 位 置 長 野 県 松 本 市 波 田

調査期間 平 成  2 7 年  7 月  3 日  ～  2 7 年  7 月  8 日

孔 口 標 高 本点
-1.68m

角

度

180°

0°

90°上

下
0°

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90°

水平0°
鉛
直

27°

使
用
機
種

試 錐 機 K R - S H

エ ン ジ ン 三 菱 G B - 3 0 0 ポ ン プ M S - 1 5 4総 掘 進 長  15.00m

標

尺

(m)

1
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柱

状

図
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種

区
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調

硬

軟

コ

ア

形

状

割

れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

風化砂岩礫が混じる表土。
礫混 り
シル ト 茶

風化し、礫状～片状コアを呈する。
GL-0.81～0.82mに粘土挟在、GL-0.82～0.
95m、GL-1.52～1.60mは破砕され細片化す
る。

風
化
砂
岩

褐

灰
D IV c δ 3

細粒～中粒砂岩
全体的に堅硬であり、コア長L=10～30cm
の柱状コアで採取される。
ハンマーの打撃で金属音を発する。
亀裂が所々に発達し、∠30～60°を有す
る。
亀裂面は暗褐色を呈し、僅かに開口する。
GL-1.87～1.93mは破砕され細礫化。
泥岩を偽礫として取り込む。

砂

岩

暗

灰
B II b γ 1

全体的に破砕状～網状亀裂が発達し、軟
化する。
GL-7.30～8.50m区間、φ2～5cm程度の砂
岩礫状コア主体。
特にGL-7.35～7.60m間は細片化、砂状化
する。
∠70°以上の高角亀裂を伴い、W=10mm程
度の石英脈が発達する。
岩片は、ハンマーの軽打で粉砕できる。
GL-12.50～12.58m破砕帯粘土を∠20°で
挟在。

GL-12.60m以深も亀裂を伴う砂岩層であり、
部分的に砂状化や軟化が進行している。
岩片は指圧で潰れることもある。
破砕部の風化が進行し、軟化している。

黄

褐

灰

D IV d δ

砂

岩

灰

褐
C III c γ
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（Ｐ～ＱＮ値～深度) 図
［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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ボーリ ング柱状図

ボ ー リ ン グ 名 N o . 1 8 2 調 査 位 置 長 野 県 松 本 市 波 田

調査期間 平 成  2 7 年  7 月  9 日  ～  2 7 年  7 月  1 4 日

孔 口 標 高 1272.48m
角

度

180°

0°

90°上

下
0°

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90°

水平0°
鉛
直

15°

使
用
機
種

試 錐 機 K R - S H

エ ン ジ ン 三 菱 G B - 3 0 0 ポ ン プ M S - 1 5 4総 掘 進 長  20.00m

標

尺

(m)

1
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図
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種
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軟
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れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

ローム質土主体
GL-0.5mまで植物根混じる。
全体的に軽石が散在するが、GL-2.30～2.
55mに軽石が密集する。
軽石は粘土化し指圧で潰れる。

ロ－

ム

質

粘

土

黄

褐

砂岩勝の砂岩泥岩互層。全体的に破砕さ
れ細片化する。5～10cm単位の互層で泥岩
は灰色と黒色の縞状を呈する。
GL-2.98～5.10m、13.83～15.79mは厚い砂
岩層を挟在する。

風化進行し、砂状～片状コアで採取。
軟質で、指圧で容易に崩れる。
GL-4.80～5.20ｍはオレンジ色を示し、完
全に砂状およびシルト化し、シルト質砂
状を呈する。
GL-5.00m以深は泥岩の薄層5mm程度を挟み、
破砕著しい。
φ30mmの礫状コアが主体。
風化し、ハンマーの軽打で壊れる。
GL-5.59～5.62m、5.77～5.97m、5.84～5.
88m黄灰色粘土挟在する。

E VI d ε

GL-10.90～12.50m：泥岩の薄層を互層状
に狭在し、L=5cm前後の短柱状コアを主体
とする。
層理面は、ほぼ水平である。
GL-12.59～12.62m：黄色粘土挟在する。

C III c δ

E IV d ε

GL-14.00m付近よりほぼ均一な細粒砂岩。

GL-15.90～16.55m：砂岩泥岩互層状
Lmax30cmの棒状コアで採取される。

C III c

GL-16.80m以深は破砕状を呈する。
φ10～50mmの角礫状コア主体。

GL-19.69～19.72m灰色粘土を挟在する。
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（Ｐ～ＱＮ値～深度) 図
［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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ボーリ ング柱状図

ボ ー リ ン グ 名 N o . 1 8 3 調 査 位 置 長 野 県 松 本 市 波 田

調査期間 平 成  2 7 年  7 月  6 日  ～  2 7 年  7 月  1 0 日

孔 口 標 高 1145.534m
角

度

180°

0°

90°上

下
0°

方

向

0°
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270°

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90°

水平0°
鉛
直

18°

使
用
機
種

試 錐 機 K R - S H

エ ン ジ ン 三 菱 G B - 3 0 0 ポ ン プ M S - 1 5 4総 掘 進 長  23.00m
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質

記

事

軟質なローム質土
GL-0.5m付近まで植物根混じる。
GL-1.75m～2.10m、2.71～2.81m付近に軽
石層を2層挟在する。
GL-3m以深は均質なロームで石英粒子を含
む特徴がある。

ロ－

ム

質

粘

土

黄

褐

砂岩優勢砂岩泥岩互層
全体的に破砕し、細礫とシルトが互層状
に分布する。
軟化著しく、指圧砕可能。
礫化を伴う部分には白色鉱物が散在する。
礫は風化砂岩泥岩が主体。
GL-7.60～8.70m、8.87～9.30m、8.60～1
0.00m、10.85～12.20mオレンジ色に変色
する。
粒子まで完全に粘土化し、指でシルト状
に変化する。部分的に礫状に石英部が残
るが少ない。

砂

岩

優

勢

互

層

黄

褐～

暗

灰

E V d δ 1

5～10cm単位の砂岩泥岩互層、コア内で傾
斜が高角から低角に変化する。
泥岩部は黒色～白色の泥岩が縞状に繰り
返す。
GL-14.73～14.79mは黄灰色粘土挟在する。

V δ

GL-14.80m付近、砂岩棒状コアが採取。

砂

岩

優

勢

互

層

暗

緑

灰

D

IV

d

γ

1

GL-15m以深は砂岩主体。L=10cm程度の片
状コアと破砕部が互層状に分布する。
部分的に白色粘土化が進行する。
GL-15.82～15.84m:灰色粘土挟在。
GL-18.90～18.96m:黄灰色粘土挟在。
GL-19.67～19.69m、19.80～19.84m（∠6
0°傾斜）黄灰色粘土挟在。

砂

岩

暗

緑

灰

D IV d γ 1

均一な硬質砂岩
Lmax=23mの棒状コアで採取される。
亀裂面は暗褐色を伴い、やや軟化する。

砂

岩

暗

緑

灰

B III c γ 1
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《》: 限界圧力
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ボーリ ング柱状図

ボ ー リ ン グ 名 N o . 1 8 4 調 査 位 置 長 野 県 松 本 市 波 田

調査期間 平 成  2 7 年  8 月  2 0 日  ～  2 7 年  8 月  2 2 日

孔 口 標 高 1081.003m
角

度

180°

0°

90°上

下
0°

方

向
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北

東

南

西

地
盤
勾
配 90°

水平0°
鉛
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8°

使
用
機
種

試 錐 機 K R - S H

エ ン ジ ン 三 菱 G B - 3 0 0 ポ ン プ M S - 1 5 4総 掘 進 長  21.00m

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

標

高

(m)

1076.40

1075.20

1069.50

1068.00

1061.40

1060.30
1060.00

深

度

(m)

4.60

5.80

11.50

13.00

19.60

20.70
21.00

柱

状

図
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種
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軟
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目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

均一なローム
表層0.2mは有機質で、植物根混じる。
軟質で、指圧で凹む。
含水は少～中位。

ロ－

ム

茶

風化砂岩
全体的に軟化し、粘土状～角礫状を呈す
る。
GL-4.60～5.80mは強風化により粘土質砂
状を呈する。
指圧で容易に沈む。

E VI d ε 1

GL-5.80～6.00mに∠50°亀裂発達。
GL-5.80～11.50mは中粒砂主体である。
岩芯まで風化が進行し、コア外周に不陸
が生じている。
指圧で容易に壊れる。
GL-8.68～9.55m：白色粘土が挟在し、軟
化する。
GL-10.62～10.72m：∠60°の亀裂発達。

風

化

砂

岩

淡

茶

褐～

淡

緑

灰
D IV c δ 2

砂岩優勢砂岩泥岩互層
泥岩の薄層が全体的に挟在。
粗砂～細礫状に軟化する。

砂岩優
勢互層

暗

褐

灰

E V d δ 1

破砕状の泥岩
角礫状～片状コアで採取される。
全体的に網状亀裂発達。
GL-13.52～13.72m：白色粘土を伴い、所々
酸化褐色を呈する。
指圧で容易に沈む。
GL-15.40～19.60m：φ5～30mm角礫状コア
主体。
マトリックスに粘土混じり細礫が充填さ
れる。
GL-17.72～18.00m：片状コアで採取され、
亀裂に黄褐色粘土を伴う。

暗

褐

灰

D c δ 2

GL-19.60～20.70m：片状コア主体で岩片
の風化は弱く、比較的硬質である。
亀裂面は酸化する。

暗

灰
C

IV

b γ 1

GL-20.70m以深、細礫状で全体に粘土が含
まれる。

泥

岩

暗褐
灰 D V c δ 2
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［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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ボーリング柱状図

ボー リ ン グ 名 N o . 1 8 5 調査位置 長 野 県 松 本 市 波 田

調査期間 平成 2 7年  8月  1 7日  ～  2 7年  8月  2 1日

孔 口 標 高 983.215m
角

度

180°
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用
機
種

試 錐 機 K R - S H

エン ジン G B - 3 0 0 ポ ン プ M S - 1 5 4総 掘 進 長  22.00m
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事

均一なローム。
表層0.35mに植物根混じる。
GL-2.00m付近まで細粒分が多く、GL-2.0
0～3.55mまで砂分が増加。
軽石が不均質に混じる。

ロ－

ム

茶

褐

泥岩優勢砂岩泥岩互層
全体的に風化し、粘土化～礫状を呈する。
GL-3.55～4.50m：粘土混じり角礫状で採
取。

E V d ε

GL-4.50m以深、所々コア外周が滑らかに
なる。
∠10～20°低角度の黒色縞状組織が認め
られる。
L=5～10cm細粒砂岩の薄層が挟在。
所々で網状亀裂が発達し、細片状に割れ
る。
亀裂面付近は酸化褐色を呈する。
GL7.80m～8.55m：亀裂の間に比較的多く
の細粒分が充填される。

黄

褐

灰 VII
～

IV

GL-8.55m以深、片状コア主体。
全体に無数の亀裂が発達。
亀裂面は酸化する。

淡

緑

灰

D

IV

c δ

GL-10.5m以深、風化および軟化著しく、
所々で粘土化を伴う。
GL-11.00～15.00m：大部分が軟化し、黄
褐色粒土を伴う。
泥岩は破砕され、φ5～50mm角礫状を呈す
る。

風

化

泥

岩

優

勢

互

層

淡

緑

灰～

黄

褐

灰

E

VII

～

V

d ε

1

GL-15.90m以深、砂岩
風化著しく、大半は砂～粘土状に軟化。
指圧で容易に潰れる。
所々にφ3mm程度の石英細礫が混じる。
付近は白色粘土が伴う。

D VI d 2

GL-18.00～19.00m：亀裂が発達し片状に
割れるが、岩片は比較的硬い。

C III c 1

GL-19.00m以深、片状コアが主体であるが
所々に所々に白色粘土を伴い、部分的に
軟化する。

風

化

砂

岩
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灰

D VI d

δ

2
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［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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27

28

29
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31

32

33

34 942.97 34.00

GL 25.60mに石英がスポット状に晶出。

付近は細かく破砕される。
GL-26.00～30.00m区間は砂岩が破砕され、
空隙に多量の粘土が充填される。
粘土は、指圧で沈む。
砂岩片は、ハンマーの軽打で粉砕される。
GL-28.50～28.80mは、中粒砂岩の片状コ
ア主体で比較的硬質。風化は弱い。
GL-33.27～33.80mは、中粒砂岩の角礫状
コア主体。
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ボーリ ング柱状図

ボ ー リ ン グ 名 N o . 1 8 6 調 査 位 置 長 野 県 東 筑 摩 郡 山 形 村

調査期間 平 成  2 7 年  8 月  3 1 日  ～  2 7 年  9 月  3 日

孔 口 標 高 1031.558m
角

度

180°

0°

90°上

下
0°

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90°

水平0°
鉛
直

33°

使
用
機
種

試 錐 機 K R - S H

エ ン ジ ン G B - 3 0 0 ポ ン プ M S - 1 5 4総 掘 進 長  24.00m

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

標

高

(m)

1030.76
1030.56

1020.78

1020.06

1013.76

1007.56

深

度

(m)

0.80
1.00

10.78

11.50

17.80

24.00

柱

状

図

岩

種

区

分

色

調

硬

軟

コ

ア

形

状

割

れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

ローム質土。均一で軟質。
植物根を含む。

ローム
茶

褐

再移動タイプのローム。
崖錐性の礫が混じる。

礫混じ
り ロー
ム

茶

褐

細粒砂岩主体。
風化の進行により、砂状～礫状を呈する。
GL-0.85m付近より、風化著しく大部分が
砂状に軟化する。
指圧で容易につぶれる。
GL-5.75～6.80m：所々片状～礫状コアで
採取。
GL-6.80～8.00m：細粒砂岩。
団結度は低い。
GL-8.00m以深φ2mm程度の細礫混じり砂岩、
泥岩や火成岩礫を不均質に含む。
GL-8.75m脈状に粘土化を伴う。

風

化

砂

岩

淡

褐

灰

E VI d ε 1

GL-10.78～11.50m：局部的に硬質でL=10
cm程度の棒状コアで採取。
風化の程度は低い。

砂

岩

暗

灰
C III b γ 1

GL-11.50m以深、軟化し片状～砂状を呈す
る。
亀裂沿いは所々酸化し、暗褐色化する。
GL-14.70mより全体的に片状コアが増加。
互層状に軟質部が繰り返す。
GL-14.75～14.80mに∠50°石英脈が発達。
GL-17.45mφ5mm石英多く混じる。

砂

岩

淡

褐

灰

D IV c δ 1

砂岩優勢砂岩泥岩互層。
所々に泥岩の薄層を伴うが、全体的に破
砕され、角礫状を呈する。
GL-18.60m∠20°の低角の石英脈が発達。
GL-19.45～19.65m石英細礫が散在し白色
粘土化を伴う。
GL-20m以深、岩片が比較的硬くなり、マ
トリックスの締りが良くなる。
GL-23.50m以深、粘土分が増加。

砂

岩

優

勢

互
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灰
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（Ｐ～ＱＮ値～深度) 図
［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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ボーリ ング柱状図

ボ ー リ ン グ 名 N o . 1 8 7 調 査 位 置 長 野 県 東 筑 摩 郡 山 形 村

調査期間 平 成  2 7 年  6 月  2 4 日  ～  2 7 年  7 月  2 日

孔 口 標 高 本点
-0.73m

角

度

180°

0°

90°上

下
0°

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90°

水平0°
鉛
直

10°

使
用
機
種

試 錐 機 K R - S H

エ ン ジ ン 三 菱 G B - 3 0 0 ポ ン プ M S - 1 5 4総 掘 進 長  25.00m

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

標

高

(m)

 -3.53

-10.33

-13.85

-16.68

-20.68

-23.43

-25.73

深

度

(m)

2.80

9.60

13.12

15.95

19.95

22.70

25.00

柱

状

図

岩

種

区

分

色

調

硬

軟

コ

ア

形

状

割

れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

GL-0.15mまで植物根主体。
以深は軟質なシルト主体。
部分的にφ2～10mm程度の細礫が混じる。
GL-1.35～1.71m：火山灰挟在、φ3mm以下
の粘土化した軽石を含む。
GL-2.0～2.35m：軽石点在
GL-2.35～2.80m：礫が混じり、崖錐性堆
積物を含む再移動のローム。

礫

混

じ

り

ロ－

ム

黄

褐

破砕された砂岩
全体的に岩芯まで風化し、土砂状～角礫
状を呈する。
所々に砂岩の組織が残るが、指圧砕可能
である。
GL-8.60m付近より比較的明瞭な砂状組織
が認められる。

強

風

化

砂

岩

黄

褐
E V d ε 2

やや風化が弱まり、礫状～岩片状コア主
体となる。
岩片は比較的硬質で、ハンマーの打撃で
壊れる。
全体的に破砕され、GL-9.75～13.00m区間
は白色粘土を伴う軟化が著しい。

風

化

砂

岩

暗

褐

灰

D IV c δ 2

片状～短柱状コア主体
所々で網状亀裂が発達し、亀裂面沿いに
軟化する。

風

化

砂

岩

灰

褐
D III c γ 2

破砕状コア主体
φ5cm前後の角礫状で、基質部は粘土～細
粒砂状を呈する。
礫状の砂岩は風化し、ハンマーで容易に
砕ける。

風

化

砂

岩

黄

褐

灰

E IV d δ 2

片状～棒状コアで採取される。
コア長L=10～20cmであり、ハンマーで濁
音を発する。
GL-20.30～20.60m付近に縦亀裂が発達し、
亀裂面は少量の粘土～砂を伴う。

C II γ

GL-23.45～25.00m区間は網状亀裂が発達
し、粘土化～礫状化が著しい。

風

化
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岩
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灰
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（Ｐ～ＱＮ値～深度) 図
［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
 

 

             N 値

0 10 20 30 40 50

1.15

1.46

(1/15,1,1/6)

2.15

2.45

(1,1/9,1/11)

3.15

3.45

(4,3,5)

4.15

4.45

(4/11,3/8,4/11)

5.15

5.46

(3/11,3,2)

6.15

6.48

(2,3/13,3)

7.15

7.48

(2/14,2/14,1/5)

8.15

8.46

(4/11,6,6)

9.15

9.45

(4/12,4/11,3/7)

10.15

10.45

(8,10,9)

11.15

11.46

(7/11,6,6)

12.15

12.45

(10,11,10)

13.15

13.33
(13,37/8)

14.15

14.39
(33,13,4/4)

15.15

15.35
(11,39)

16.15

16.45

(5,6,6)

17.15

17.45

(5,8,10)

18.15

18.45

(5,8,9)

19.15

19.45

(5,7,11)

20.15

20.30
(20,30/5)

21.10

21.20
(50)

22.05
22.09

(50/4)

23.15

23.42
(17,23,10/7)

24.15

24.44
(12,23,15/9)

25.15

25.44
(10,14,26/9)

原
位
置
試
験

(

 
 

)

孔内水平載荷試験

孔内水平載荷試験

PS検層

室
内
試
験(

 
 

 
 

)

掘  進  状  況

掘

進

月

日

6

24

6

25

6

26

6

27

掘
進
速
度

(

cm
／
時

)

600

324

220

165

165

162

156

156

162

165

165

162

165

201

183

195

165

165

132

132

140

160

218

139

134

孔
径
(mm)

／
孔
壁
保
護

115／ケ

－

シング

86

／

ケ

－

シ

ン

グ

コ
ア
チ
ュー

ブ
／
ビ
ッ
ト

S

M

C

打込サンプラ－

W

M

C

W

D

B

給
 
圧

(

 
MPa

 

)

1.0

-

0.5

0.8

0.5

0.8

1.5

0.6

0.5

0.3

0.5

回
転
数

(

 
rpm

 

)

60

-

80

100

120

送
水
圧

(

 
MPa

 

)

-

-

0

0.05

0.1

0

0.2

送
水
量

(

l
／
分

)

無

水

清

水

／

0

清

水

／

10

清

水

／

6

排
水
量

(

l
／
分

)

-

-

0

7

0

3

4

3

0

48



ボーリ ング柱状図

ボ ー リ ン グ 名 N o . 1 8 9 調 査 位 置 長 野 県 東 筑 摩 郡 山 形 村

調査期間 平 成  2 7 年  7 月  2 1 日  ～  2 7 年  7 月  2 3 日

孔 口 標 高 926.014m
角

度

180°

0°

90°上

下
0°

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90°

水平0°
鉛
直

10°

使
用
機
種

試 錐 機 K R - S H

エ ン ジ ン G B - 3 0 0 ポ ン プ M S - 1 5 4総 掘 進 長  16.00m

標

尺

(m)

1
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軟
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れ

目
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態

風

化
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ほぼ均一なローム。
GL-2.00～2.30m白色粘土化した軽石を挟
在する。
軟質で指圧で容易に凹む。

ロ－

ム

茶

褐

再移動タイプのローム。
崖錐性の礫を含む。

礫混 り
ローム 茶

砂岩優勢砂岩泥岩互層。
L=5cm程度の泥岩薄層を挟在する。
全体的に風化進行し、粘土状～砂礫状を
呈する。

GL-3.30～4.67m：破砕され岩片化。
GL-3.88～3.95m：黄灰色粘土挟在。

GL-4.70m以深、砂岩部と粘土部が互層状
に分布する。
GL-4.81～4.82m：黄灰色粘土挟在
GL-5.63～5.71m：黄灰色粘土挟在

GL-7.55m付近に石英結晶が混じる。

GL-7.80～8.63mは岩片状コア主体。
岩芯まで風化し、ハンマーの軽打で砕け
る。

風

化

砂

岩

優

勢

互

層

茶

褐

灰

E V d ε 2

砂岩優勢砂岩泥岩互層
GL-9.99～10.00m：灰色粘土挟在する。

D IV c δ

GL-10.64～11.91m：破砕され岩片化、粘
土化が著しい。
GL-10.71～10.73m、11.85～11.88m：灰色
粘土挟在する。

GL-12.40～13.55m：泥岩の薄層が多く挟
在する。
GL-13.55m以深は、砂岩優勢。
亀裂が無数に発達し、細礫～片状コアが
連続する。

GL-14.55～14.81m：破砕され岩片状を呈
する。

E V d ε

2

GL-15.50m以深は、岩片状のコア主体で比
較的硬質。GL-15.81～15.82m黄灰色粘土
挟在。

砂
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層

茶
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［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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ボーリ ング柱状図

ボ ー リ ン グ 名 N o . 1 9 0 調 査 位 置 長 野 県 東 筑 摩 郡 山 形 村

調査期間 平 成  2 7 年  7 月  2 1 日  ～  2 7 年  7 月  2 3 日

孔 口 標 高 本点
-0.07m

角

度

180°

0°

90°上

下
0°

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90°

水平0°
鉛
直

26°

使
用
機
種

試 錐 機 K R - S H

エ ン ジ ン G B - 3 0 0 ポ ン プ M S - 1 5 4総 掘 進 長  18.00m

標

尺

(m)
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0.25
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16.00

16.40
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18.00
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図

岩
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れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

表土。植物根など有機物含む。
礫混 り
シル ト 茶

風化著しく、土砂状～岩片状を呈する。
鉄が酸化し、コアが全体的に褐色を呈す
る。
GL-0.25～1.00m：強風化し、僅かに砂岩
をブロック状に残す。
GL-1.00m以深は、コア外周に砂の粒子が
明瞭である。
GL-4.57～4.58m、5.55～5.56m、6.78～6.
79m：白色粘土挟在する。

GL-6.68～7.84m：破砕帯が風化。

風

化

砂

岩

淡

褐

灰

E V d ε 2

全体的に角礫状で採取。
部分的に白色粘土を伴う。
GL-8.50～8.70mに泥岩細礫が混じる。
GL-8.71～8.88mは砂岩の礫質部含む。

GL-8.88～11.54m：破砕され岩片化。
GL-10.50m付近に石英の細礫φ5mmが点在
する。

GL-11.54m以深で岩盤状況を示す。

風

化

砂

岩

暗

緑

灰

D IV d ε 2

固結度が増加し、角礫状～片状コア主体
となる。
網状亀裂が発達し、φ5～50mm程度に破砕
される。

D IV d δ

GL-13.55～14.00m区間は褐色化し、L=5～
10cmの片状コアで採取。
∠30～50°亀裂が発達。

C III c γ

GL-14.89～15.30m：破砕され岩片化。
D IV d δ

GL-15.45～16.00,16.90～18.00m区間、L
=5～30cmの片状、矩柱状コアで採取。
比較的硬質で、コア外周は滑らかである。

C III c γ

GL-16.40～16.89m破砕され岩片化。
D IV d δ

GL-16.89m以深、比較的良いコア状況とな
るが、GL-17.55～17.56m黄色粘土挟在す
る。

砂
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灰～
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灰

C III c γ

1

コア採取率

    ( % ) 

最大コア長

     cm 

Ｒ Ｑ Ｄ

    [ % ] 

0 50 100

0

0

0

0

0

0

0

9

0

0

0

0

5

0

0

0

12

[0]

[0]

[0]

[0]

[0]

[0]

[0]

[0]

[0]

[0]

[0]

[0]

[0]

[0]

[0]

[0]

[12]

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

岩

級

区

分

Ｄ

ＣL 

Ｄ

ＣL 

Ｄ

ＣL 

孔
内
水
位
(m)

／
測
定
月
日

11.80
7/22

(    ルジオン  標準貫入   ) 試  験

(

N

)

値

14

31

13

31

14

31

11

32

16

15

17

15

9

31

8

12

33

50

29

50

26

41

25

50

12

50

3

（Ｐ～ＱＮ値～深度) 図
［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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ボーリ ング柱状図

ボ ー リ ン グ 名 N o . 1 9 1 調 査 位 置 長 野 県 東 筑 摩 郡 山 形 村

調査期間 平 成  2 7 年  9 月  1 0 日  ～  2 7 年  9 月  1 4 日

孔 口 標 高 805.845m
角

度

180°

0°

90°上

下
0°

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90°

水平0°
鉛
直

32°

使
用
機
種

試 錐 機 K R - S H

エ ン ジ ン G B - 3 0 0 ポ ン プ M S - 1 5 4総 掘 進 長  20.00m
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尺

(m)
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(m)

0.75

7.50

10.82

12.90
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19.65

20.00
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態

風
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変
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記

事

有機物を含むローム質土
ローム
質土 茶

砂岩泥岩互層。
全体的に細粒砂岩優勢。
泥岩は黒灰色で5mm～30mmの薄層で狭在さ
れる。
所々破砕され風化進行し、粘土～角礫状
に軟化する。
コア全体としては、礫混じり粘性土状を
呈する。
礫には、無数の亀裂が発達する。
GL-0.75m～2.50m：岩質だが、やや再移動
し砂礫状を呈する。
GL-6.8m以深より泥岩が比較的多くなる。
泥岩幅10m～30mで層理面は、ほぼ水準。

淡

褐

灰～

淡

緑

灰

E V d

GL-7.5mは比較的岩盤状況が良く、細片状
～短柱状コア形状で低角度の傾斜を示す。
砂岩は細粒砂主体。

D IV c

GL-10.82m～12.90mは網状亀裂発達し、角
礫状を呈する。

E V d

GL-12.90m以深は細片状～短柱状コアとな
り比較的岩盤状況が良い。
GL-13.44mより砂岩が多く泥岩は15cm～2
5cm間隔で狭在する。
GL-15.50m～15.85mに明瞭な∠70°亀裂発
達。

D IV c

δ 1

GL-15.85m～17.24m：破砕著しく、粘土を
比較的多く伴う。
GL-16.64m～16.73mに灰色粘土を挟在。こ
の破砕帯を境に下位で傾斜が∠45～65°
と急傾斜となる。

E VII d ε 2

GL-17.24m～18.52mは亀裂が無数分布する
が、岩片は比較的硬質。

D IV c

GL-18.52m～19.65m：破砕され、細礫状を
呈する。

E V d

GL-19.65m以深は、比較的岩盤状況が良く、
短柱状コア状を示す。
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（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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ボーリ ング柱状図

ボ ー リ ン グ 名 N o . 1 9 2 調 査 位 置 長 野 県 東 筑 摩 郡 山 形 村

調査期間 平 成  2 8 年  7 月  9 日  ～  2 8 年  7 月  1 2 日

孔 口 標 高 907.417m
角

度

180°

0°

90°上

下
0°

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90°

水平0°
鉛
直

29°

使
用
機
種

試 錐 機 Y B M - 0 5

エ ン ジ ン E A - 1 1 N ポ ン プ M S - 1 5 4総 掘 進 長  12.00m

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

標

高

(m)

903.02

901.82

900.02

898.75

897.77

896.92

895.59
895.42

深

度

(m)

4.40

5.60

7.40

8.67

9.65

10.50

11.83
12.00

柱

状

図

岩

種

区

分

色

調

硬

軟

コ

ア

形

状

割

れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

表土。
ローム質で軟質。
指圧で容易に凹む。
全体に小礫を不均質に含む。
GL-3.65m付近にφ20mm砂岩礫混入。
含水少～中位。

礫

混

じ

り

シ

ル

ト

茶

風化砂岩。
全体に風化著しく、指圧で砕ける。
網状に酸化し、褐色化を呈する。

砂

岩

褐

灰
E VI d ε 2

チャート。
全体的に堅硬部と風化部が互層状をなす。
所々に網状から高角亀裂を伴い、礫状化
を呈する。
GL-5.60～7.40m：亀裂が発達し、岩片状
～礫状を呈する。

暗

褐

灰

C

III

～

Ⅳ

c δ

GL-7.40～8.67m：堅硬緻密で亀裂は比較
的密着する。

暗

灰
B III b γ

2

暗
褐
灰

C

III

～

Ⅳ

c δ 3

暗

灰
B III b γ 2

GL-10.50～11.83m酸化褐色化著しく、少
量の白色粘土を伴う。
以深は、緻密な棒状コアで採取される。

黄

褐

灰

C

III

～

Ⅳ

c

～

b

δ 3

チ

ャ－

ト

暗灰 B III b γ 2

コア採取率

    ( % ) 

最大コア長

     cm 

Ｒ Ｑ Ｄ

    [ % ] 

0 50 100

0

0

0

0

16

14

0

5

[0]

[0]

[0]

[0]

[16]

[24]

[0]

[0]

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

岩

級

区

分

Ｄ

ＣL 

ＣM 

ＣL 

ＣM 

ＣL 

ＣM 

孔
内
水
位
(m)

／
測
定
月
日

5.15
7/11

5.21
7/12

(    ルジオン  標準貫入   ) 試  験

(

N

)

値

2

34

1

31

2

41

14

17

32

50

19

50

15

50

2

43

50

2

50

7

50

1

（Ｐ～ＱＮ値～深度) 図
［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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ボーリ ング柱状図

ボ ー リ ン グ 名 N o . 1 9 3 調 査 位 置 長 野 県 東 筑 摩 郡 朝 日 村

調査期間 平 成  2 8 年  7 月  6 日  ～  2 8 年  7 月  8 日

孔 口 標 高 855.336m
角

度

180°

0°

90°上

下
0°

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90°

水平0°
鉛
直

34°

使
用
機
種

試 錐 機 Y B M - 0 5

エ ン ジ ン E A - 1 1 N ポ ン プ M S - 1 5 4総 掘 進 長  10.00m

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

標

高

(m)

852.04

850.69

845.34

深

度

(m)

3.30

4.65

10.00

柱

状

図

岩

種

区

分

色

調

硬

軟

コ

ア

形

状

割

れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

ローム。
GL-0.00～1.00mほぼ均一。
GL-1.00m～3.30mは軽石が部分的に混じり、
比較的硬質。
指圧でかろうじて砕ける。
含水は少位。

ロ－

ム

茶～

黄

褐

風化チャート。
所々酸化し、粘土化を伴う。
∠30°程度の層理面がかろうじて残る。

チ
ャ－

ト

灰白
～暗
褐灰

D

～

E

IV

～

V

d

ε

～

δ

3

チャート。
L=10cm程度の片状～棒状コアで採取され
る。
全体的に堅硬でコア外周は比較的に滑ら
かである。
∠10～30°低角の層理面構造が発達し、
所々縦亀裂を伴う。
亀裂面は黄褐色化するが、岩芯は硬質で
ある。

チ

ャ－

ト

黄

褐

灰～

暗

灰

C III

b

～
c

γ 3

コア採取率

    ( % ) 

最大コア長

     cm 

Ｒ Ｑ Ｄ

    [ % ] 

0 50 100
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ＣM

孔
内
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／
測
定
月
日

2.97
7/7

6.01
7/8
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)

値
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23
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50

13
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50
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50

13

50

11

（Ｐ～ＱＮ値～深度) 図
［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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ボーリング柱状図

ボーリング名 N o . 1 9 4 調査位置 長 野 県 東 筑 摩 郡 朝 日 村

調査期間 平成 27年 11月 28日 ～ 27年 12月 2日

孔 口 標 高 766.594m
角

度

180°

0°

90°上

下
0°

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90°

水平0°
鉛
直

0°

使
用
機
種

試 錐 機 Y B M - 0 5
ハンマー
落下用具

半 自 動 落 下

エンジン E A - 1 1 N ポ ン プ M S - 1 5 4総 掘 進 長  14.00m

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

標

高

(m)

766.09

763.94

763.59

762.82

752.59

層

厚

(m)

  0.50

  2.15

  0.35

  0.77

 10.23

深

度

(m)

0.50

2.65

3.00

3.77

14.00

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

有機質で軟質。

耕

作

土

暗

褐

非常
に軟
らか
い

均一なローム。全体にφ1～2mm細礫
混じる。指圧でかろうじて崩れる。
GL-2.55～2.65mは礫分が多い。

ロ－

ム

茶

褐

軟

ら

か

い

φ2～3mmに小礫が混じる。全体的に
細粒分を含む。

礫混じり
シルト質
砂

灰

褐
中ぐ
らい

φ2cm亜鉛礫主体。少量の粘土分を
含む。

粘土混じ
り砂礫

暗褐
灰～
灰褐

中ぐ
らい

全体にφ5～20cm程度の玉石が不均
質に混じる。
マトリックスは礫混じり粗砂でわず
かに細粒分を含む。
礫種は砂岩、チャート安山岩類で硬
質である。
GL-5.45～5.62mにL=17cm棒状玉石混
入。
GL-5.65～10.38mはL=10～15cmの柱
状及び片状玉石混在。
深度方向へマトリックスの締りが良
くなる。

玉

石

混

じ

り

砂

礫

暗

灰

褐～

灰

褐

密

な～

非

常

に

密

な

孔
内
水
位
(m)
／
測
定
月
日

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

1.15

1.47

2.15

2.46

3.15

3.45

4.15

4.45

5.15

5.45

6.15

6.45

7.15

7.42

8.15

8.36

9.15

9.45

10.15

10.38

11.15

11.43

12.15

12.45

13.05

13.11

14.15

14.34

10cmごとの
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ボーリング柱状図

ボーリング名 N o . 1 9 5 調査位置 長 野 県 東 筑 摩 郡 朝 日 村

調査期間 平成 27年 12月 14日 ～ 27年 12月 16日

孔 口 標 高 771.784m
角

度

180°

0°

90°上

下
0°

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

0° 地
盤
勾
配 90°

水平0°
鉛
直

0°

使
用
機
種

試 錐 機 Y B M - 0 5
ハンマー
落下用具

半 自 動 落 下

エンジン E A - 1 1 N ポ ン プ M S - 1 5 4総 掘 進 長  12.00m

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

標

高

(m)

771.30

769.03

765.88

759.78

層

厚

(m)

  0.48

  2.27

  3.15

  6.10

深

度

(m)

0.48

2.75

5.90

12.00

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

有機質で軟質

耕

作

土

暗

褐

非常
に軟
らか
い

均質なローム。
含水少～中位で軟らかい。
指圧で容易に凹む。
GL－2.6m付近にφ3mm小礫が混入す
る。

ロ－

ム

黄

褐

軟

ら

か

い

φ5～30mmの亜鉛礫主体。まれにL=5
cm短柱状の玉石が混じる。
礫種は砂岩，泥岩で弱風化する。
まれにチャートの小礫も混じる。
マトリックスは細粒分混じりの中砂
でやや緩い。

粘

土

混

じ

り

砂

礫

暗

褐

灰

密

な

L-5～15cmの短柱状～棒状玉石が含
まれる。
玉石は硬質でハンマーで鈍い金属音
を発する。
マトリックスの締りは良い。
深度方向に礫の混入率や礫径が大き
くなる。

玉

石

混

じ

り

砂

礫

暗

褐

灰

密

な～

非

常

に

密

な

孔
内
水
位
(m)
／
測
定
月
日

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

1.15

1.45

2.15

2.45

3.15

3.45

4.15

4.45

5.15

5.43

6.15

6.30

7.15

7.45

8.15

8.45

9.15

9.32

10.15

10.25

11.15

11.21

12.15

12.31
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および結果

試 料 採 取

深

度

(m)

試

料

番

号

採

取

方

法

室
内
試
験

(

 
 
 

)

掘

進

月

日

12

14

12

15

12

16

55



ボーリング柱状図

ボーリング名 N o . 1 9 6 調査位置 長 野 県 東 筑 摩 郡 朝 日 村

調査期間 平成 27年 11月 25日 ～ 27年 11月 27日

孔 口 標 高 761.892m
角

度

180°

0°

90°上

下
0°

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90°

水平0°
鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 Y B M - 0 5
ハンマー
落下用具

半 自 動 落 下

エンジン E A - 1 1 N ポ ン プ M S - 1 5 4総 掘 進 長  16.00m

標

尺

(m)
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標

高

(m)

761.39

759.19

758.44

750.49

749.94

745.89

層

厚

(m)

  0.50

  2.20

  0.75

  7.95

  0.55

  4.05

深

度

(m)

0.50

2.70

3.45

11.40

11.95

16.00

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

有機質で軟質。

耕

作

土

暗

褐

非常
に軟
らか
い

均質なローム。
微量の細礫が混じる。
指圧で容易に凹む。

ロ－

ム

茶

褐

軟

ら

か

い

全体にφ0.5～1.0cmの礫が混じる。
礫混じり
ロ－ム 茶褐 中位

φ1.0～2.0cmの亜角礫を主体とす
る。礫種は弱風化した砂岩が多く、
泥岩やチャートも所々に混じる。
まれにφ5.0～10cmの玉石も含まれ
る。
マトリックスは、砂質粘土であり、
緩い。
GL-5.46m以深より礫径が比較的大き
くなり、φ2.0～5.0cmが卓越する。
GL-8.35m付近、φ5.0cmの硬質砂岩
礫混入。

粘

土

混

じ

り

砂

礫

暗

褐

灰

中

ぐ

ら

い

軟質なシルト。含水大で細砂を全体
に含む。

礫混じり
砂質シル
ト

黄

灰

非常
に軟
らか
い

堅硬な砂岩玉石を主体とする。
L=10～15cmの棒状で採取される。
マトリックスは、締まりの良い礫混
じり砂。
所々にチャート礫混じる。

玉

石

混

じ

り

砂

礫

暗

褐

灰

非

常

に

密

な

孔
内
水
位
(m)
／
測
定
月
日

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

1.15
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9.45
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11.15
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12.15
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ボーリング柱状図

ボーリング名 N o .１９７ 調査位置 長 野 県 東 筑 摩 郡 朝 日 村

調査期間 平成 27年 1月 13日 ～ 27年 1月 14日

孔 口 標 高

TP

+758.21m

角

度

180°

0°

90°

上

下

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

地

盤

勾

配
90°

水平0°

鉛

直

使

用

機

種

試 錐 機 東 邦 地 下 工 機 　 D 0 - D

ハンマー

落下用具

半 自 動 落 下 装 置

エンジン ヤ ン マ ー 　 N F D 9 ポ ン プ 東 邦 地 下 工 機 　 B G - 3総 掘 進 長   9.33m

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

標

高

(m)

757.61

754.61

753.06

752.56

748.88

層

厚

(m)

  0.60

  3.00

  1.55

  0.50

  3.68

深

度

(m)

0.60

3.60

5.15

5.65

9.33

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

黒ボク主体の耕土

含水中，粘性中

表土 黒褐 中位

含水中～粘性中

φ2mm程の礫若干混入

ロ

－

ム

淡

褐

中

位

含水小，細～中砂主体

φ7～30mm　亜角～角礫主体

シルト

混じり

砂礫

淡

褐

灰

中

位

含水中位，微細～細砂主体

中砂を混入する。シルト粘性小

シルト

質砂

淡褐

灰

緩い

含水中位，基質は細～中砂主体

礫はφ7～30㎜の亜円～亜角礫主体

6～7m間，コア長50～70㎜の玉石混

入

全体に若干の逸水あり

8～9m間，逸水激しい

9m付近，中～粗砂主体で締まってい

る

含水中位，基質は細～中砂主体

礫はφ7～30㎜の亜円～亜角礫主体

6～7m間，コア長50～70㎜の玉石混

入

全体に若干の逸水あり

8～9m間，逸水激しい

9m付近，中～粗砂主体で締まってい

る

シ

ル

ト

混

じ

り

砂

礫

淡

褐

灰

密

な

孔

内

水

位

(m)

／

測

定

月

日

標  準  貫  入  試  験
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1.15
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3.45

4.15

4.45

5.15

5.45
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および結果
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